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広
島
県
内
の
旧
備
後
国
（
庄
原
市
の
う
ち
旧
庄
原
市
・
旧
比
和
町
・
旧
高
野
町
・
旧

西
城
町
、
三
次
市
三
良
坂
町
、
府
中
市
上
下
町
な
ど
）
の
神
職
は
、「
神じ

ん

弓き
ゅ
う

祭さ
い

」「
弓ゆ

み

神か
ぐ
ら楽

」
と
呼
ば
れ
る
神
事
を
伝
承
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
職
が
床
に
据
え
付
け
ら
れ

た
弓
の
弦
を
打
竹
で
叩
い
て
音
を
出
し
、
そ
の
音
に
合
わ
せ
て
祝
詞
や
神じ

ん
か歌

を
唱
え
て

神
を
祀
る
儀
礼
で
あ
る
。

　

本
稿
の
対
象
と
す
る
庄
原
市
西
城
・
東
城
町
域
（
旧
奴
可
郡
）
に
は
、
現
在
伝
承
さ

れ
て
い
る
神
弓
祭
の
祖
型
と
思
わ
れ
る
神
事
に
関
す
る
近
世
中
期
の
歴
史
資
料
が
残
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
城
町
戸
宇
神
社
杤
木
家
蔵
「
神
社
勧
請
本
」（
宝
永
五
・
一

七
〇
八
年
）
に
は
、「
御
弓
ノ
上
の
神
事
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
中
で
読
ま
れ
た
神

歌
や
神
事
の
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
〔
東
城
町
教
育
委
員
会
編　

一
九
八
二　

六
二
二

～
六
二
七
〕。
ま
た
、
同
蔵
「
神
役
相
定
之
事
」（
享
保
二
年
・
一
七
一
七
）
は
、
当
時

の
神
職
が
従
事
し
て
い
た
宗
教
活
動
の
一
覧
が
わ
か
る
資
料
で
、
そ
こ
に
は
「
村
方
荒

神
之
神
殿
神
楽
」
の
際
の
役
と
し
て
「
弓
祝
詞
」
が
出
て
き
た
り
、
祈
禱
の
一
つ
と
し

て
「
弓
祈
念
」
が
出
て
く
る
〔
東
城
町
教
育
委
員
会
編　

一
九
八
二　

七
七
一
～
七
七

五
〕。
そ
し
て
、
西
城
町
天
戸
神
社
御
崎
家
蔵
「
神
遊
祝
詞
・
弓
箭
祝
詞
・
手
草
葉
舞
事
」

（
安
永
二
・
一
七
七
三
年
）
は
、
現
行
の
神
弓
祭
に
お
け
る
「
勧
請
」
と
「
祝
詞
」
の
座

の
台
本
で
あ
る
〔
岩
田　

一
九
八
八
ａ
〕。
こ
の
よ
う
に
西
城
町
の
神
弓
祭
は
、
近
世
中

期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
地
域
の
神
職
に
よ
り
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

　

本
稿
の
対
象
と
す
る
庄
原
市
域
は
、
江
戸
時
代
に
は
広
島
藩
に
属
し
て
い
た
。
広
島

藩
で
は
、
領
内
の
郡
毎
に
社
家
が
組
織
化
さ
れ
て
お
り
〔
鈴
木
昂　

二
〇
一
九
〕、
同
じ

郡
に
居
住
す
る
神
職
が
共
同
で
神
事
を
執
行
し
て
い
た
た
め
、
郡
の
違
い
は
神
事
や
神

楽
の
内
容
に
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る（

（
（

。
そ
の
た
め
、
現
在
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る

神
弓
祭
・
弓
神
楽
に
は
、
詞
章
や
祭
式
、
奏
楽
、
祭
場
の
設
え
な
ど
に
お
い
て
相
違
点

が
あ
る（

（
（

。

　

本
論
で
は
、こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
広
島
県
庄
原
市
西
城
町
（
旧

奴
可
郡
）
の
神
職
が
伝
承
し
て
い
る
神
弓
祭
に
つ
い
て
、
祭
り
の
現
地
調
査
、
関
係
者

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
基
づ
き
、
現
行
の
執
行
形
態
を
詳
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
上
で
、
こ
の
地
域
の
神
弓
祭
が
持
つ
特
徴
を
分
析
し
た
い
。

一　

問
題
の
所
在

　

ま
ず
、
本
稿
の
問
題
関
心
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
神
弓
祭
・
弓
神
楽
の
研
究
史
を

確
認
し
て
い
く
。

　

管
見
の
限
り
、
広
島
県
に
伝
承
さ
れ
る
神
弓
祭
・
弓
神
楽
に
つ
い
て
は
じ
め
て
言
及

し
た
論
考
は
、
大
畠
満
眞
の
「
弓
祈
禱
私
記
」〔
大
畠　

一
九
三
一
〕
で
あ
る
。
昭
和
六

（
一
九
三
一
）
年
に
広
島
県
神
職
会
が
発
行
す
る
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
の
論
考
は
、
冒

頭
で
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
た
後
、
祭
場
の
設
備
、
次
第
、
神
歌
な
ど
に
つ
い
て
簡
単

に
報
告
し
て
い
る
。

広
島
県
庄
原
市
西
城
町
（
旧
奴
可
郡
）
の
神
弓
祭

鈴　
　

木　
　

昂　
　

太
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弓
祈
禱
の
神
事
は
一
名
弓
神
楽
と
も
云
ふ
。
所
に
よ
り
必
し
も
同
一
で
は
な
い
や

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
同
小
異
で
大
体
次
の
や
う
な
順
序
で
行
は
れ
て
ゐ
る
。

寡
聞
な
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
北
備
後
に
今
尚
盛
で
他
に
は
現
存
せ
ざ
る
に
は
あ

ら
ざ
る
か
。
邪
神
鎮
祭
家
内
安
全
の
重
大
神
事
と
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。〔
大
畠　

一
九
三
一　

一
五
〕

　

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
中
山
太
郎
は
、同
誌
上
に
「
弓
祈
禱
私
記
を
読
む
」
を
投
稿
し
た
。

中
山
は
、
古
代
・
中
世
の
巫
女
が
行
っ
て
い
た
「
梓
弓
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
広
島

県
で
行
わ
れ
て
い
る
弓
祈
禱
の
神
事
を
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
理
解
し
た
〔
中
山　

一

九
三
一
〕。

　

こ
れ
ら
を
受
け
西
角
井
正
慶
は
、『
神
楽
研
究
』
の
資
料
編
（
全
国
神
楽
報
告
集
）
の

な
か
で
、
大
畠
、
中
山
の
論
考
を
挙
げ
、
弓
祈
禱
に
つ
い
て
短
く
紹
介
し
て
い
る
〔
西

角
井　

一
九
三
四　

一
七
四
〕。

　

こ
の
よ
う
に
、昭
和
初
期
に
ご
く
一
部
の
民
俗
学
の
研
究
者
が
、広
島
県
下
の
神
弓
祭
・

弓
神
楽
に
注
目
し
始
め
て
い
た
が
、
直
接
現
地
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の

後
の
研
究
者
に
成
果
は
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
か
つ
て
『
神
楽
研
究
』

の
編
集
に
尽
力
し
た
牛
尾
三
千
夫
が
、
お
よ
そ
四
〇
年
後
に
こ
の
神
事
に
出
会
う
こ
と

と
な
る
。

　

昭
和
四
六
（
一
九
七
一
）
年
、
広
島
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
務
め
て
い
た
牛

尾
三
千
夫
と
真
下
三
郎
は
、
弓
神
楽
を
府
中
市
上
下
町
の
田
中
重
雄
宮
司
宅
で
実
見
し
、

同
年
弓
神
楽
は
広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
〔
牛
尾　

一
九
八
五　

五
二

五
〕。
ま
た
、
庄
原
市
西
城
町
一
帯
に
伝
承
さ
れ
る
神
弓
祭
も
、
昭
和
五
四
（
一
九
七
九
）

年
に
広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
文
化
財
指
定
を
契
機
と
し
て
、
神
弓
祭
・
弓
神
楽
の
研
究
も
再
開
さ
れ
て

い
く
。

　

ま
ず
、
弓
神
楽
に
つ
い
て
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
弓
神
楽
の
伝
承
者
で
も

あ
る
上
下
町
井
永
八
幡
神
社
宮
司
田
中
重
雄
の
論
考〔
田
中
重　

一
九
七
四
、一
九
七
五
〕

が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
藝
能
史
研
究
會
が
編
集
し
た
『
日
本
庶
民
文
化
史
料

集
成　

第
一
巻　

神
楽
・
舞
楽
』
で
は
、
牛
尾
三
千
夫
に
よ
り
、
弓
神
楽
の
祭
式
の
解

説
と
、
上
下
町
井
永
八
幡
神
社
蔵
の
詞
章
本
四
点
、
弓
神
楽
の
執
行
記
録
二
点
が
翻
刻

紹
介
さ
れ
た
〔
藝
能
史
研
究
會
編　

一
九
七
四
〕。

　

さ
ら
に
、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
は
、
名
古
屋
で
行
わ
れ
た
ま
つ
り
同
好
会

一
五
周
年
記
念
大
会
に
お
い
て
、
弓
神
楽
が
初
め
て
県
外
で
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭

和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
は
、
弓
神
楽
が
文
化
庁
よ
り
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
、
上
下
町
で
記
録
作
成
の
た
め
の
現
地
公
開
が

行
わ
れ
た
り
、
東
京
・
九
段
会
館
で
行
わ
れ
た
第
二
七
回
全
国
民
俗
芸
能
大
会
に
弓
神

楽
が
出
演
し
た
り
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
に
は
、
大
阪
で
の
シ
ャ

マ
ニ
ズ
ム
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
岡
山
市
内
で
の
岡
山
民
俗
学
会
柳
田
賞
受
賞
祝
賀
会

で
弓
神
楽
の
公
演
が
行
わ
れ
〔
田
中
重　

一
九
八
四
〕、
多
く
の
研
究
者
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
遠
方
で
の
公
演
や
記
録
作
成
に
、
田
中
重
雄
は
伝
承
者
と
し
て

出
演
、
協
力
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
田
中
重
雄
〔
田
中
重　

一
九
八
四
、
一
九
九
〇
、
二
〇
〇
〇
〕、
田
地
春
江

〔
田
地　

一
九
七
八
、
一
九
七
九
、
一
九
八
八
〕、
岩
田
勝
〔
岩
田　

一
九
八
〇
、
一
九

八
二
ａ
、
一
九
八
二
ｂ
、
一
九
八
三
、
一
九
八
八
ａ
、
一
九
八
八
ｂ
、
一
九
九
〇
〕、
鈴

木
正
崇
〔
鈴
木
正　

二
〇
〇
一
〕、
白
根
孝
穂
〔
白
根
孝
穂　

一
九
七
九
〕、
藤
井
昭
〔
藤

井　

一
九
八
五
〕、
山
本
ひ
ろ
子
〔
山
本　

二
〇
〇
〇
〕、
三
村
泰
臣
〔
三
村　

二
〇
一

三
〕、
田
中
重
雄
の
娘
で
現
在
弓
神
楽
を
伝
承
し
て
い
る
田
中
律
子
〔
田
中
律　

二
〇
一

四
、
二
〇
一
五
〕、
千
田
喜
博
〔
千
田　

二
〇
二
一
〕
に
よ
り
、
調
査
報
告
、
資
料
紹
介
、

分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
筆
者
も
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
庄

原
市
比
和
・
高
野
町（
旧
恵
蘇
郡
）に
伝
承
さ
れ
る
神
弓
祭
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た〔
鈴

木
昂　

二
〇
一
七
ａ
〕。
な
お
、
上
下
町
に
伝
承
さ
れ
る
弓
神
楽
に
関
す
る
資
料
は
、
二
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冊
の
『
上
下
町
史
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
〔
上
下
町
編　

一
九
九
一
、
一
九
九
三
〕。

　

こ
う
し
た
多
数
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
筆
者
は
二
つ
の
課
題
が

残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
研
究
の
地
域
的
な
偏
り
で
あ
る
。
先
述

し
た
よ
う
に
神
弓
祭
・
弓
神
楽
は
、
旧
備
後
国
の
南
北
に
広
い
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
が
、「
弓
神
楽
」
と
呼
ば
れ
る
南
部
の
事
例
に
注
目
が
集
ま
り
、
調
査
や
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
北
部
の
「
神
弓
祭
」
に
つ
い
て
は
研
究
が
遅
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
弓
神
楽
の
伝
承
者
で
あ
り
研
究
者
で
も
あ
っ
た
府

中
市
上
下
町
の
田
中
重
雄
が
、
牛
尾
三
千
夫
や
岩
田
勝
な
ど
当
時
の
研
究
を
牽
引
し
て

い
た
研
究
者
た
ち
と
盛
ん
に
交
流
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
が
執
行
者
と
し
て
積
極
的
に

公
開
し
て
き
た
た
め
に
生
じ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
祭
り
の
中
で
読
誦
さ
れ
る
「
祭
文
」
へ
の
過
大
な
注
目
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
は
、
弓
神
楽
に
お
い
て
祭
文
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
岩
田
勝
と
鈴
木
正
崇
は
、
備
後
の
南
部
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
弓

神
楽
の
主
体
は
、
神
職
が
長
大
な
祭
文
を
読
誦
す
る
こ
と
で
神
霊
を
操
作
し
、
活
性
さ

せ
た
り
鎮
め
た
り
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
〔
岩
田　

一
九
八
三　

二
五
一
〕〔
鈴
木

正　

二
〇
〇
一　

四
三
、
六
九
〕。
ま
た
岩
田
は
、
弓
神
楽
で
行
わ
れ
る
神
々
の
「
遊
び
」

は
、
司
霊
者
が
神
霊
を
操
置
し
て
巫
者
に
神
懸
か
ら
せ
て
託
宣
さ
せ
た
り
、
託
語
し
な

い
ま
ま
本
の
在
所
へ
鎮
送
す
る
悪
霊
強
制
の
行
儀
だ
と
指
摘
し
た
〔
岩
田　

一
九
九
〇　

九
五
〕。

　

そ
の
一
方
で
、
筆
者
が
調
査
し
て
い
る
備
後
北
部
（
旧
恵
蘇
郡
、
奴
可
郡
）
の
神
弓

祭
で
は
、
す
で
に
大
正
期
に
は
長
い
祭
文
を
読
む
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た

現
在
、
弓
を
打
ち
な
が
ら
祭
文
を
読
む
こ
と
は
な
く
、
神
懸
か
り
を
す
る
と
い
う
こ
と

も
な
い
。
岩
田
と
鈴
木
の
弓
神
楽
理
解
は
、
南
部
の
事
例
か
ら
祭
文
な
ど
の
資
料
に
基

づ
い
て
遡
源
的
に
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
北
部
の
事
例
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
備
後
北
部
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
神
弓
祭
で
は
、

何
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
北
部
の
事

例
を
現
地
調
査
し
た
上
で
、
そ
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
課
題
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
備
後
北
部
の
神
弓
祭
に
つ
い
て
、
現
在
庄
原
市
西
城
町
で
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
を
詳
述
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
西
城
町
の
神
弓
祭
に
お
い
て
は
、
儀

礼
の
中
で
何
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二　

神
弓
祭
が
行
わ
れ
る
時
期
・
文
脈

　

西
城
町
で
は
、弓
の
弦
を
叩
い
て
行
う
神
事
の
こ
と
を
「
神じ

ん
き
ゅ
う
さ
い

弓
祭
」
と
呼
ん
で
い
る
。

「
弓
神
楽
」
と
い
う
言
葉
は
、
神
歌
の
な
か
に
出
て
く
る
が
、
神
事
の
呼
び
名
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
歴
史
資
料
に
は
、「
鳴
弦
神
事
式
」「
弓
の
上
の
神
事
」「
弓
神
事
」

と
い
っ
た
表
現
も
見
ら
れ
る
。ま
た
伝
承
者
も
、弓
の
弦
を
叩
い
て
行
う
儀
礼
の
こ
と
を
、

神
楽
で
は
な
く
、神
事
・
祈
禱
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、

同
じ
弓
の
弦
を
叩
い
て
行
う
儀
礼
で
あ
っ
て
も
、
西
城
町
の
も
の
は
「
神
弓
祭
」、
上
下

町
の
も
の
は
「
弓
神
楽
」
と
い
う
よ
う
に
区
別
し
て
記
述
す
る
。

　

ま
た
、
神
弓
祭
と
い
う
言
葉
に
は
、
弓
を
叩
い
て
神
を
祀
る
祭
式
の
こ
と
を
示
す
場

合
と
、
弓
を
叩
い
て
行
う
祭
の
名、

、称
（
固、

、

、

有
名
詞
）
を
示
す
場
合
の
二
通
り
の
用
法
が

あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
以
下
、
神
弓
祭
の
祭
式
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
神

事
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
神
事
の
依
頼
者
の
違
い
、
例
年
祭

と
式
年
祭
（
臨
時
祭
）
の
違
い
に
注
目
し
て
整
理
し
て
い
く
。

①
―
①　

新
年
に
家
毎
に
行
わ
れ
る
例
年
の
「
日
待
」「
神
弓
祭
」

　

日
待
・
神
弓
祭
は
、
家
毎
に
行
わ
れ
る
家
祈
禱
で
、
新
た
な
年
を
迎
え
た
家
を
清
め
、

そ
の
家
が
祀
る
神
々
を
す
べ
て
祀
る
神
事
で
あ
る
。
依
頼
者
の
家
の
奥
の
間
を
祭
場
と

し
て
、
一
日
が
か
り
で
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
家
祈
禱
に
は
、
一
人
の
神
職
が
招
か
れ
、
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太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
神
事
を
行
う
日
待
と
、
二
人
以
上
の
神
職
が
招
か
れ
、
一
人
が
弓
、

も
う
一
人
が
太
鼓
を
叩
い
て
神
事
を
行
う
神
弓
祭
の
二
つ
の
形
式
が
あ
る
。
ど
ち
ら
の

形
式
で
行
う
か
は
、
費
用
を
負
担
す
る
氏
子
（
願
主
）
が
選
択
し
た
。
か
つ
て
は
、
家

を
新
築
し
た
時
や
不
幸
が
続
き
運
気
が
悪
い
と
感
じ
た
時
な
ど
に
は
、
旧
家
を
中
心
に

多
く
の
家
が
家
祈
禱
を
行
っ
て
い
た
が
、
近
年
依
頼
す
る
家
は
非
常
に
少
な
く
な
っ
た
。

①
―
②
　
厄
年
や
還
暦
な
ど
の
節
目
に
願
主
宅
で
行
わ
れ
る
「
歳
祝
い
」

　

氏
子
が
厄
年
や
還
暦
な
ど
人
生
の
節
目
に
当
た
る
年
に
は
、
氏
子
か
ら
の
申
し
出
に

よ
り
歳
祝
い
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
神
事
も
依
頼
し
た
願
主
の
家
に
お
い
て
開
催

さ
れ
る
が
、
一
人
の
神
職
が
太
鼓
を
叩
い
て
祭
り
を
執
行
す
る
場
合
と
、
二
人
以
上
の

神
職
を
招
き
神
弓
祭
の
形
式
で
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
神
事
の
内
容
は
、
基
本
的
に

家
祈
禱
と
同
じ
で
あ
る
。
歳
祝
い
の
神
事
も
近
年
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。

②　

晩
秋
に
組
や
小
字
毎
に
行
わ
れ
る
例
年
の
「
地じ

ま
つ
り祭

」「
神
弓
祭
」

　

地
祭
・
神
弓
祭
は
、
近
隣
の
一
〇
軒
ほ
ど
の
家
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
組
（
常
会
）

や
小
字
な
ど
、
村
落
内
の
地
縁
組
織
を
単
位
と
し
て
、
所
属
す
る
人
々
が
共
同
で
地
域

の
神
々
を
祀
る
神
事
で
あ
る
。
西
城
町
で
は
、
村
毎
に
一
社
ず
つ
設
け
ら
れ
た
氏
神
社

の
ほ
か
に
、
屋
外
に
は
、
谷
や
川
筋
な
ど
で
区
分
さ
れ
た
村
落
内
の
あ
る
一
定
の
地
区

に
よ
り
共
同
で
祀
ら
れ
る
神
社
や
小
祠
、
家
毎
に
祀
ら
れ
る
荒
神
や
山
の
神
な
ど
の
小

祠
（
こ
れ
ら
の
神
々
は
「
地じ

の
上う

え

の
神か

み

さ
ん
」「
地じ

の
か
み神

」（
（
（

と
総
称
さ
れ
る
）
が
多
数
所
在

し
て
い
る
。
さ
ら
に
各
家
に
は
、
土ろ

っ
く
う公

神
や
恵
美
須
神
な
ど
の
「
家
の
神
」
を
祀
る
神

棚
も
複
数
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
地
区
内
に
祀
ら
れ
る
多
種
多
様
な
神
々
を
す
べ
て
祀
る
地
祭
・
神
弓
祭
は
、

毎
年
秋
に
各
所
で
行
わ
れ
る
。
神
職
を
一
人
招
き
、
太
鼓
を
叩
い
て
行
う
祭
り
は
地
祭

と
呼
ば
れ
る
。
二
人
以
上
の
神
職
を
招
き
、
千
道
を
張
り
、
弓
を
据
え
て
祭
り
を
行
う

場
合
は
神
弓
祭
と
呼
ば
れ
る
。
ど
ち
ら
の
形
態
で
祭
り
を
開
催
す
る
か
は
、
氏
子
の
選

択
に
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
普
段
は
神
職
を
一
人
呼
ぶ
地
祭
と
し
て
祭
り
を
や
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
豊
作
だ
か
ら
な
ど
特
別
な
理
由
が
あ
る
年
に
は
、
複
数
の
神
職
を
呼
ん
で

神
弓
祭
を
や
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
れ
以
外
に
春
や
夏
に
は
、
地
神
を
祀
る
神
事
と
し
て
、「
荒
神
祭
」「
大だ

い
せ
ん山

祭
」「
天

神
祭
」な
ど
、祭
祀
対
象
の
神
名
に「
祭
」を
付
す
か
た
ち
で
呼
ば
れ
る
祭
礼
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
祭
り
は
、
総
称
と
し
て
「
小
宮
祭
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
毎
年
小
宮
祭
を
行
う

地
区
も
あ
れ
ば
、
式
年
で
行
う
地
区
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
祭
り
は
、
当
屋
を
務
め
る
民

家
で
開
催
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
公
民
館
や
神
社
の
拝
殿
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
に
な
っ
た
。

③
―
①　

本
山
荒
神
社
の
式
年
大
神
楽
・
御
戸
開
き
神
楽
に
お
け
る「
前
神
楽
」「
神
遊
び
」

　

こ
の
地
域
に
は
、
一
つ
の
本
山
荒
神
を
共
同
で
祀
る
数
軒
か
ら
百
軒
ほ
ど
の
家
が
所

属
す
る
「
名み

ょ
う

」（
（
（

と
呼
ば
れ
る
地
縁
組
織
が
あ
る
。
こ
の
名
は
、
成
員
が
共
同
で
祀
る
荒

神
毎
に
結
成
さ
れ
て
お
り
、先
述
し
た
近
隣
の
家
の
地
縁
的
な
集
合
体
で
あ
る
組（
常
会
）

と
は
異
な
る
組
織
で
あ
る
。

　

名
は
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
一
〇
月
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
本
山
荒
神
を
中
心

と
し
た
名
の
神
々
に
対
し
、
名
に
よ
っ
て
異
な
る
一
三
年
・
一
七
年
・
三
三
年
に
一

度
の
式
年
で
大
神
事
を
斎
行
し
て
い
る
。
大
神
事
は
、
四
日
四
夜
の
規
模
で
行
わ
れ
る

大お
お
か
ぐ
ら

神
楽
と
、
大
神
楽
を
開
催
し
て
か
ら
三
年
目
に
行
わ
れ
る
二
日
一
夜
の
御み

と
び
ら

戸
開
き
神

楽
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　

大
神
楽
で
は
、
三
日
目
の
夜
か
ら
翌
朝
ま
で
行
わ
れ
る
神
楽
舞
（
本
神
楽
）
に
先
立

ち
、
二
日
目
と
三
日
目
に
は
、
神
勧
請
、
神
遊
び
の
神
事
（
前
神
楽
）
が
神
弓
祭
の
形

式
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
御
戸
開
き
神
楽
で
も
、
一
日
目
の
午
後
に
神
勧
請
、
神
遊
び

の
神
事
が
神
弓
祭
の
形
式
で
行
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
弓
を
据
え
て
神
遊
び
を

行
う
の
は
、
西
城
地
域
に
お
い
て
の
み
で
、
東
城
・
中
筋
地
域
に
お
け
る
大
神
楽
で
は
、

太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
神
遊
び
が
行
わ
れ
る
。
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図２　組毎に行われる地祭　2016年２月13日筆者撮影

図４　組毎に行われる神弓祭（集会所） 
2015年１月24日筆者撮影

図６　式年大神事（大神楽）における本神楽
2013年11月23日筆者撮影

図１　家毎に行われる日待　2017年３月４日筆者撮影

図３　組毎に行われる神弓祭（民家）
 2016年12月18日筆者撮影

図５　式年大神事（御戸開き神楽）における神遊び
2015年11月28日筆者撮影
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③
―
②　

本
山
荒
神
社
の
式
年
大
神
事
と
し
て
の
「
神
弓
祭
」

　

本
山
荒
神
社
の
式
年
大
神
事
を
、
準
備
や
費
用
面
で
負
担
が
大
き
い
大
神
楽
・
御
戸

開
き
神
楽
の
形
式
で
行
わ
ず
、
規
模
を
縮
小
し
て
一
日
が
か
り
の
神
弓
祭
の
形
式
で
斎

行
す
る
場
合
が
あ
る
。
近
年
、
氏
子
の
減
少
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
形
式
を
選

ぶ
名
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
神
職
は
、
個
人
・
家
・
組
・
名
か
ら
の
依
頼
に
応
え
、
神
弓
祭
の
祭
式

で
神
事
を
執
行
し
て
き
た
。
そ
も
そ
も
神
弓
祭
は
、
村
な
ど
の
一
定
地
域
が
共
同
で
祀

る
神
社（
村
氏
神
）の
祭
り
で
は
な
く
、各
家
が
小
祠
や
神
棚
に
個
別
に
祀
る
小
さ
な
神
々

の
祭
り
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
神
弓
祭
を
開
催
す
る
か
ど

う
か
は
、
神
職
が
決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
開
催
資
金
を
負
担
す
る
氏
子
が
選
択
す
る

こ
と
で
あ
り
、
氏
子
か
ら
依
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
神
職
に
神
弓
祭
を
執
行
す
る
機
会
は
訪

れ
な
い
。

　

か
つ
て
は
一
人
の
神
職
が
、
一
年
に
一
〇
数
回
は
各
所
か
ら
呼
ば
れ
て
神
弓
祭
を
執

行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
個
人
・
家
で
神
弓
祭
を
依
頼
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
、
毎
年
神
弓
祭
を
行
う
組
も
少
な
く
な
っ
た
。
地
祭
と
し
て
神
弓
祭
を
実

施
す
る
か
ど
う
か
は
、
地
区
毎
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
が
、
筆
者
が
継
続
的
に
調
査

し
て
い
る
西
城
町
八は

っ
と
り鳥

地
区
で
は
、
地
区
内
で
結
成
さ
れ
た
一
〇
組
の
う
ち
重し

げ
く
に
だ
に

国
谷
・

小お
ば
ら
だ
に

原
谷
・
法ほ

う

京き
ょ
う
じ寺

・
下し

も
よ
う
か
い
ち

八
日
市
の
四
組
が
毎
年
神
弓
祭
を
開
催
し
て
い
る
。
現
在
、
一

人
の
神
職
が
一
年
に
神
弓
祭
を
執
行
す
る
回
数
は
、
五
回
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
旧
奴
可
郡
で
は
、
東
城
・
中
筋
・
西
城
の
三
地
域
毎
に
共
同
で
神
事
や
神
楽

を
執
行
す
る
組
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
現
在
神
弓
祭
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
、

西
城
地
域
の
神
職
だ
け
で
あ
る
。
社
家
に
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
資
料
よ
り
、
近
世
期
に

お
い
て
は
東
城
・
中
筋
地
域
内
の
神
職
も
神
弓
祭
を
執
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

何
時
の
頃
か
ら
か
廃
絶
し
て
し
ま
っ
た
。

　

東
城
町
小お

ぬ

か
奴
可
奴
可
神
社
の
神
職
と
し
て
長
年
神
事
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
中
島
一し

る
し史

氏
（
大
正
一
〇
・
一
九
二
一
年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
戦
後
す
ぐ
父
親
と
一
緒
に
、
東

城
町
塩
原
で
新
築
の
家
の
家
祈
禱
と
し
て
一
日
が
か
り
の
神
弓
祭
を
執
行
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
。こ
れ
が
中
筋
地
域
に
お
い
て
神
弓
祭
を
執
行
し
た
最
後
の
経
験
と
な
っ

た
そ
う
で
、敗
戦
を
契
機
と
し
て
価
値
観
が
変
わ
り
、神
楽
や
神
事
が
簡
単
に
な
っ
た
り
、

行
わ
れ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
筋
地
域
で
は
、
組
や
名
な
ど
を
単

位
と
し
て
複
数
の
家
が
参
加
す
る
毎
年
の
地
祭
と
し
て
神
弓
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
新
築
の
家
を
祓
い
清
め
る
と
と
も
に
家
の
披
露
を
兼
ね
て
行
わ
れ
る
大
規
模
な
家

祈
禱
と
し
て
神
弓
祭
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
高
度
経
済
成
長
期
に
入
り
家
祈
禱
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
中
筋
地
域
に
お
い
て
は
神
弓
祭
の
伝
承
が
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
西
城
地
域
で
は
、
東
城
・
中
筋
地
域
の
式
年
（
三
十
三
年
に
一
度
）

と
比
べ
る
と
短
い
式
年
（
十
二
年
に
一
度
）
で
荒
神
の
大
神
事
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

組
に
よ
る
例
年
の
神
弓
祭
も
行
わ
れ
て
き
た
の
で
、
西
城
町
の
神
職
は
、
神
弓
祭
を
執

行
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
。
こ
う
し
た
執
行
機
会
の
多
さ
の
た
め
に
、
西
城
で
は
現
在

も
神
弓
祭
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

三　

神
弓
祭
の
次
第

　

神
弓
祭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
分
か
ら
一
時
間
ほ
ど
の
複
数
の
座
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
本
来
神
弓
祭
は
、「
勧
請
」「
祝
詞
」「
諸
神
遊
び
」「
荒
神
遊

び
」「
土ろ

っ
く
う

公
神
遊
び
」「
結
願
神
送
り
」「
恵
美
須
遊
び
」
と
い
う
七
座
か
ら
成
る
と
指
摘

さ
れ
て
き
た
〔
田
地　

一
九
七
九　

三
五
〕〔
白
根　

一
九
七
九　

三
〕。
た
だ
し
現
在

は
、
一
回
の
祭
り
に
お
い
て
七
座
す
べ
て
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
現
場
で
は
、

祭
り
の
趣
旨
や
性
格
に
応
じ
て
「
○
○
遊
び
」
が
取
捨
選
択
さ
れ
、
次
第
が
決
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
第
の
組
ま
れ
方
に
は
、
神
迎
え
／
神
遊
び
／
神
送
り
の
基
本
構
造
が
あ
る
。
ま
ず
、
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神
迎
え
と
し
て
「
勧
請
」
が
行
わ
れ
る
。
次
に
、
招
い
た
神
を
遊
ば
せ
て
神
託
を
う
か

が
う
神
遊
び
と
な
る
。
神
遊
び
は
、
祭
場
に
迎
え
た
す
べ
て
の
神
々
を
一
度
に
合
わ
せ

て
遊
ば
せ
る
「
祝
詞
」
と
、
特
定
の
神
を
個
別
に
遊
ば
せ
る
「
荒
神
遊
び
」「
土
公
神
遊

び
」「
諸
神
遊
び
」
に
分
け
ら
れ
る
。
最
後
に
神
送
り
と
し
て
、
神
返
し
と
と
も
に
鬼
門

に
矢
を
打
ち
魔
を
払
う
「
結
願
神
送
り
」
と
、
当
屋
の
恵
美
須
神
を
祀
り
当
屋
に
福
を

招
き
込
む
た
め
呪
術
的
に
祝
福
す
る
「
恵
美
須
遊
び
」
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
基
本
構
造
を
念
頭
に
置
き
、
次
第
の
組
ま
れ
方
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

本
山
荒
神
の
式
年
大
神
事
で
は
、
主
祭
神
で
あ
る
荒
神
を
遊
ば
せ
神
託
を
得
る
「
荒
神

遊
び
」が
中
心
と
な
る
。
神
弓
祭
と
し
て
行
う
場
合
に
は
、「
勧
請
」「
祝
詞
」「
荒
神
遊
び
」

「
土
公
神
遊
び
」「
結
願
神
送
り
」「
恵
美
須
遊
び
」
の
順
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
神
楽

の
形
式
で
式
年
大
神
事
を
行
う
場
合
で
は
、小
当
屋
で
行
わ
れ
る
前
神
楽
の
中
で「
勧
請
」

「
祝
詞
」「
荒
神
遊
び
」「
土
公
神
遊
び
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
後
続
い
て
本
神
楽
が
行
わ

れ
る
の
で
、「
結
願
神
送
り
」「
恵
美
須
遊
び
」
は
行
な
わ
れ
な
い
。
そ
の
代
わ
り
大
神

楽
で
は
、
当
屋
に
福
を
招
く
神
事
と
し
て
灰
神
楽
が
行
わ
れ
る
。

　

例
年
の
地
祭
と
し
て
行
わ
れ
る
神
弓
祭
で
は
、「
勧
請
」「
祝
詞
」「
土
公
神
遊
び
」「
結

願
神
送
り
」「
恵
美
須
遊
び
」
が
行
わ
れ
る
。
地
祭
で
は
「
荒
神
遊
び
」
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
く
、「
土
公
神
遊
び
」
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
「
土
公
神
遊
び
」
が
重
視

さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
土
公
神
は
各
家
の
竈
に
一
社
ず
つ
祀
ら
れ
る
家
の
神
で
あ
り
、

地
祭
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
家
（
願
主
）
が
祀
る
神
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
荒

神
を
祀
る
家
は
、
広
い
土
地
を
所
有
し
て
い
た
旧
地
主
層
が
多
く
、
参
加
者
の
う
ち
一

部
の
家
に
限
ら
れ
る
の
で
、
荒
神
遊
び
は
行
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
神
を

主
祭
神
と
し
な
い
地
祭
で
は
、
各
家
が
平
等
に
祀
る
土
公
神
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
土

公
神
遊
び
の
中
で
翌
年
の
願
主
（
家
）
の
運
勢
が
占
わ
れ
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
す
べ

て
の
願
主
が
神
事
に
参
加
す
る
機
会
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　

家
祈
禱
や
歳
祝
い
と
し
て
行
わ
れ
る
神
弓
祭
で
も
、「
勧
請
」「
祝
詞
」「
土
公
神
遊
び
」

「
結
願
神
送
り
」「
恵
美
須
遊
び
」
を
行
う
の
が
基
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
願
主
個
人

の
祭
り
で
あ
る
の
で
、
家
の
神
で
あ
る
土
公
神
遊
び
は
必
ず
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
、

願
主
が
祀
る
神
に
応
じ
て
「
荒
神
遊
び
」
や
「
諸
神
遊
び
」
な
ど
が
追
加
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

　

こ
の
三
つ
の
神
弓
祭
を
、
祭
費
の
負
担
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
返
し
て
み
よ
う
。
荒

神
の
式
年
大
神
事
は
、
荒
神
の
祭
祀
責
任
者
で
あ
る
名
頭
で
あ
り
当
屋
が
多
く
の
費
用

を
負
担
す
る（

（
（

。
地
祭
は
、
参
加
す
る
家
々
が
平
等
で
歳
費
を
出
し
合
っ
て
開
催
さ
れ
る
。

家
祈
禱
で
は
、
願
主
が
個
人
で
全
額
を
負
担
す
る
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
次
第
の

組
み
方
に
お
い
て
は
負
担
が
多
い
者
の
意
向
が
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
祭
り
を
執
行

す
る
神
職
は
、
そ
う
し
た
背
景
が
異
な
る
願
主
の
要
望
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で

次
第
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
依
頼
者
か
ら
要
求
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
長
い
間
執
行
さ
れ
て
い
な

い
座
も
生
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
の
奥
書
を
持
つ
東
城

町
小
奴
可
奴
可
神
社
中
島
家
蔵
「
鳴
弦
神
事
式　

全
」
に
は
、神
遊
び
の
座
と
し
て
「
土

公
神
遊
び
」「
荒
神
遊
び
」「
氏
神
遊
び（

（
（

」「
諸
神
遊
び
」「
歳
徳
神
遊
び
」
の
詞
章
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
の
神
職
は
、
神
遊
び
と
し
て
五
つ
の
座
を
執
行
す
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
現
在
ご
存
命
の
方
の
中
で
一
番
神
弓
祭
を
奉
仕
さ

れ
た
年
数
が
長
い
西
城
町
八
鳥
白
山
神
社
佐
々
木
奉
文
宮
司
（
昭
和
二
八
・
一
九
五
三

年
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
氏
神
遊
び
は
四
〇
年
ほ
ど
前
に
一
度
奉
仕
し
た
こ
と
が
あ
る

の
み
で
、
そ
れ
以
降
執
行
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
、
諸
神
遊
び
や
歳
徳
神
遊

び
は
、
執
行
し
た
こ
と
も
見
た
こ
と
も
な
い
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
よ
り
、
神
弓
祭
の
祭
式
も
変
化
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
神
弓
祭
の
次
第
は
、
神
迎
え
／
神
遊
び
／
神
送
り
の

基
本
構
造
の
も
と
、
祭
り
の
場
所
や
目
的
、
願
主
の
意
向
に
合
わ
せ
て
、
ど
の
神
遊
び

の
儀
礼
を
や
る
か
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
節
か
ら
は
、
一
日
が
か
り
で
開
催
さ
れ
る
例
年
の
神

弓
祭
が
、
依
頼
者
で
あ
る
組
の
人
々
と
執
行
者
で
あ
る
神
職
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
行
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わ
れ
る
の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
筆
者
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
四
日
に
西
城
町

八
鳥
地
区
下
八
日
市
組
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
八
日
に
八
鳥
地
区
小
原
谷
組
で
開
催

さ
れ
た
例
年
の
神
弓
祭
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
七
～
二
九
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
式

年
の
八
鳥
名
御
戸
開
き
神
楽
に
お
け
る
神
弓
祭
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
の

記
述
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。

四　

祭
場
の
準
備
（
仕
構
）

　

神
弓
祭
は
、
氏
子
と
神
職
が
役
割
を
分
担
し
て
開
催
さ
れ
る
。
氏
子
で
あ
る
組
や
名

の
人
々
は
、
依
頼
者
で
あ
り
、
運
営
主
体
、
主
催
者
と
し
て
、
祭
り
の
開
催
に
係
る
費

用
を
負
担
し
、
主
に
会
場
準
備
を
担
当
す
る
。
そ
れ
に
対
し
神
職
は
、
氏
子
か
ら
依
頼

を
受
け
て
祭
場
へ
赴
き
、
御
幣
や
紙
垂
な
ど
の
切
紙
を
作
成
し
、
神
事
を
執
行
す
る
。

　

運
営
主
体
と
な
る
組
や
名
は
、
一
〇
軒
ほ
ど
か
ら
成
る
小
規
模
な
組
織
が
多
く
、
毎

年
の
地
祭
（
神
弓
祭
）
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
各
家
が
順
番
に
一
年
ず
つ
当と

う
や屋

を
務
め

る
当
番
制
を
敷
い
て
い
る
。
当
屋
に
当
た
っ
た
年
に
は
、
自
家
の
奥
の
間
を
祭
場
と
し

て
多
く
の
人
を
招
き
入
れ
る
ほ
か
、
直
会
で
の
酒
食
を
提
供
し
た
り
、
祭
壇
や
台
帳
な

ど
祭
り
に
必
要
な
共
有
道
具
を
保
管
し
た
り
す
る
。
し
か
し
近
年
は
、
民
家
で
は
な
く

集
会
所
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
道
具
も
そ
こ
で
保
管
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
た
だ
し
現
在
で
も
、
当
屋
の
名
称
と
役
割
は
、
役
に
当
た
っ
た
年
に
は
費
用

を
他
よ
り
多
く
負
担
す
る
な
ど
と
い
っ
た
か
た
ち
で
残
っ
て
い
る
。

　

組
の
人
は
、
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
晩
秋
に
な
る
と
、
氏
神
社
の
神
職
に
地
祭
の
日
程

相
談
へ
赴
く
。
た
だ
し
実
際
に
は
毎
年
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
日
は
あ
の
地
区
の
祭
り

と
定
例
化
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
村
全
体
の
祭
り
な
ど
で
顔
を
合
わ
せ
た
際
に
、
口

頭
で
日
付
を
確
認
す
る
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
う
し
て
依
頼
を
受
け
た
神
職
は
、
神
弓
祭
の
執
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

神
弓
祭
は
、
二
人
以
上
の
神
職
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
の
が
基
本
で
、
自
身
の
氏
子
か
ら

直
接
依
頼
を
受
け
た
引
き
受
け
の
神
職
と
、
引
き
受
け
神
職
か
ら
依
頼
さ
れ
て
一
緒
に

神
事
を
務
め
る
助
勤
の
神
職
が
奉
仕
す
る
。
か
つ
て
は
笛
や
手
拍
子
（
手
打
ち
鉦
）
の

奏
楽
が
つ
き
、
三
、
四
人
で
執
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
近
年
は
伝
承
者
の

減
少
や
費
用
負
担
の
問
題
に
よ
り
、
三
人
以
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
た
。

　

祭
り
の
当
日
、
主
催
者
で
あ
る
氏
子
の
人
々
は
、
朝
八
時
頃
に
当
屋
へ
集
合
す
る
。
祭

り
に
は
、
組
に
属
す
各
家
の
主
人
一
人
が
出
席
す
る
の
が
基
本
で
、
当
屋
の
主
人
を
中

心
に
役
割
を
分
担
し
て
神
弓
祭
を
運
営
す
る
。こ
う
し
た
男
性
陣
に
加
え
、炊
事
場
で
は
、

当
屋
の
家
の
婦
人
方
と
そ
れ
以
外
の
家
か
ら
出
席
し
た
当
番
の
女
性
数
人
が
、餅
や
「
よ

り
飯
」
と
呼
ば
れ
る
小
豆
飯
な
ど
供
物
の
準
備
や
、昼
食
・
直
会
の
調
理
を
始
め
て
い
る
。

　

八
時
半
頃
に
な
る
と
神
職
が
当
屋
へ
到
着
す
る
。
神
職
が
当
屋
へ
入
る
時
は
、
日
常

出
入
り
す
る
玄
関
で
は
な
く
、
必
ず
祭
場
と
な
る
奥
の
間
に
直
接
入
る
こ
と
が
出
来
る

縁
側
（
門
口
）
か
ら
中
に
入
る
。
か
つ
て
は
、組
の
人
間
が
神
職
の
家
ま
で
歩
い
て
訪
れ
、

荷
物
を
荷
車
に
載
せ
て
送
迎
を
し
て
い
た
が
、
現
在
は
乗
用
車
で
の
送
り
迎
え
に
な
っ

て
い
る
。

　

当
屋
に
到
着
し
た
神
職
は
、
当
屋
を
務
め
る
家
の
当
主
と
挨
拶
を
交
わ
し
た
後
、
奥

の
間
に
設
置
さ
れ
た
こ
た
つ
机
の
上
で
、
神
名
帳
を
見
な
が
ら
、
御
幣
や
紙
垂
、
千
道

な
ど
の
切
飾
り
を
作
成
す
る
。
切
ら
れ
た
御
幣
紙
は
氏
子
に
渡
さ
れ
、
彼
ら
が
用
意
し

た
竹
の
幣
串
に
挿
し
て
御
幣
が
作
成
さ
れ
る
。
用
意
さ
れ
る
御
幣
に
は
、
幣
串
の
長
さ

や
御
幣
紙
の
大
き
さ
・
色
が
違
う
以
下
の
五
種
類
が
あ
る
。
氏
神
社
に
奉
納
さ
れ
る
五

尺
の
奉
幣
、
地
神
に
奉
げ
ら
れ
る
三
尺
五
寸
の
中
幣
、
同
じ
く
地
神
に
奉
げ
ら
れ
る
一

尺
二
寸
（
閏
年
に
は
一
尺
三
寸
）
の
小
幣
（
地
祭
幣
）、
恵
美
須
遊
び
で
用
い
ら
れ
る
一

尺
二
寸
（
閏
年
に
は
一
尺
三
寸
）
の
恵
美
須
幣
（
遣
幣
）、
緑
・
黄
・
赤
・
白
・
青
色
の

色
紙
を
重
ね
て
切
ら
れ
土
公
神
に
供
え
ら
れ
る
一
尺
二
寸
（
閏
年
に
は
一
尺
三
寸
）
の

土
公
神
幣
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
で
祀
ら
れ
る
多
数
の
神
々
に
対
応
し
た
御
幣
が

用
意
さ
れ
る
た
め
、
多
い
場
合
に
は
、
一
〇
〇
本
以
上
の
御
幣
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
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そ
の
後
、
氏
子
た
ち
は
、
ま
ず
当
屋
の
玄
関
前
に
青
竹
を
二
本
立
て
、
そ
の
間
に
注

連
縄
を
張
り
、
神
職
が
切
っ
た
紙
垂
を
つ
け
る
。
続
い
て
、
奥
の
間
の
長
押
の
四
方
に

注
連
縄
を
張
り
巡
ら
し
、
三
段
の
祭
壇
を
設
け
る
。
祭
壇
に
は
、
供
物
と
し
て
御
神
酒

の
ほ
か
、
鏡
餅
、
白
米
、
野
菜
や
果
物
な
ど
山
の
も
の
、
昆
布
や
鯛
な
ど
海
の
も
の
が
、

三
宝
に
載
せ
ら
れ
供
え
ら
れ
る
。
祭
壇
の
上
段
中
央
に
置
か
れ
た
一
斗
升
に
は
、
玄
米

が
一
斗
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
奉
幣
・
小
幣
・
土
公
神
幣
・
恵
美
須
幣
が
差
し
込

ま
れ
、
中
幣
は
、
一
斗
升
の
左
右
に
立
て
か
け
ら
れ
る
。
奉
幣
の
幣
串
の
先
か
ら
は
、

千
道
が
三
方
へ
張
ら
れ
て
お
り
、
祭
壇
の
左
右
に
据
え
ら
れ
た
榊
に
は
、
御ご

へ
い
は
く

幣
帛
と
呼

ば
れ
る
細
長
い
五
色
の
布
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
祭
壇
の
両
脇
に
は
燭
台
が
二
つ
置
か

れ
て
お
り
、
祭
り
の
初
め
に
蝋
燭
の
火
が
灯
さ
れ
、
結
願
の
後
に
消
さ
れ
る
。
ま
た
、

祭
壇
の
前
か
後
ろ
に
は
、
幕
が
張
ら
れ
る
。
太
鼓
は
、
氏
子
が
用
意
し
た
も
の
が
用
い

ら
れ
る
の
で
、
長
胴
太
鼓
で
あ
っ
た
り
、
花
田
植
え
に
用
い
ら
れ
る
大
き
な
締
太
鼓
（
田

植
太
鼓
）
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

祭
壇
の
準
備
が
終
わ
る
と
、
神
職
が
祭
壇
の
前
に
弓
を
据
え
る
。
神
職
は
、
収
納
袋

か
ら
七
尺
五
寸
の
弓
柄
を
出
し
、
取
り
外
し
て
あ
っ
た
弓
弦
を
付
け
る
。
続
い
て
、
浅

い
箱
状
の
伏ふ

せ
ぶ
た蓋

を
逆
さ
に
し
て
置
き
、
弓
柄
と
伏
蓋
を
紐
で
グ
ル
グ
ル
と
巻
い
て
留
め

具
を
挿
し
、
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
。
現
在
は
、
神
職
が
持
参
し
た
伏
蓋
を
用
い
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
か
つ
て
は
、
当
屋
の
タ
ン
ス
の
引
き
出
し
を
逆
さ
に
置
き
、
そ

の
上
に
弓
を
据
え
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
祭
場
準
備
の
作
業
は
、
仕し

か
ま
え構

と
呼
ば
れ
、
一
、
二
時
間
ほ
ど
か
か
る
。
神

職
が
持
参
す
る
の
は
、
弓
と
伏
蓋
、
打
竹
、
五
色
の
御
幣
帛
、
幕
だ
け
で
、
太
鼓
、
榊
、

注
連
縄
、
供
物
、
祭
壇
、
燭
台
、
幣
串
、
御
幣
を
切
る
た
め
の
紙
（
奉
書
紙
・
五
色
の
紙
）

な
ど
は
、
す
べ
て
氏
子
が
用
意
す
る
。

　

仕
構
が
終
了
す
る
と
、
神
職
や
氏
子
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
小
休
憩
を
と
る
。

図７　神弓祭の祭壇（民家）　2016年12月18日

図８　祭壇に供えられる御幣　2016年12月18日
上段に中幣、中段の一斗升に土公神幣と小幣、下段の
右端に奉幣が置かれている。

図９　神弓祭の祭場図（集会所）
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五　

神
迎
え

　

神
弓
祭
に
は
、
祭
壇
の
前
に
据
え
ら
れ
た
弓
の
弦
を
二
本
の
細
い
打
竹
で
叩
き
な
が

ら
神
歌
や
祝
詞
を
唱
え
て
神
事
を
執
行
す
る
弓
座
の
神
職
と
、
そ
の
近
く
で
太
鼓
を
叩

い
て
伴
奏
す
る
太
鼓
座
の
神
職
の
二
人
以
上
の
神
職
が
必
要
で
あ
る
。
式
年
大
神
事
な

ど
多
く
の
神
職
が
奉
仕
し
て
い
る
場
合
に
は
、
弓
と
太
鼓
の
二
人
に
加
え
て
笛
や
手
打

ち
鉦
の
伴
奏
が
入
る
こ
と
も
あ
る
が
、
今
回
は
、
弓
と
太
鼓
の
二
人
の
神
職
に
よ
る
神

弓
祭
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
く
。

　

神
事
の
流
れ
を
記
述
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
伝
承
者
が
書
き
残
し
た
台
本
に
お
け
る

儀
礼
の
区
切
り
方（

（
（

を
前
提
に
、
実
際
の
現
場
に
お
け
る
弓
や
太
鼓
の
叩
き
方
、
声
の
調

子
の
違
い
、
儀
礼
の
内
容
の
違
い
に
基
づ
い
て
筆
者
が
分
節
化
し
て
説
明
し
て
い
く
。

な
お
、
伝
承
者
の
区
分
は
【 

】
で
示
し
、
筆
者
に
よ
る
分
節
は
「 

」
と
文
章
の
改
行

で
示
す
。

　

さ
て
、
休
憩
を
と
っ
た
二
人
の
神
職
は
、
狩
衣
と
烏
帽
子
を
身
に
つ
け
、
祭
壇
の
正

面
に
弓
座
の
神
職
が
、
少
し
離
れ
た
場
所
に
置
か
れ
た
太
鼓
の
そ
ば
に
太
鼓
座
の
神
職

が
座
る
。

　

第
一
座
「
勧
請
」
で
は
、
ま
ず
二
人
の
神
職
が
、
神
楽
鈴
を
短
く
鳴
ら
し
て
か
ら
二

礼
二
拍
手
一
礼
の
拝
礼
を
行
い
、
禊
祓
、
最
要
祓
、
三
種
の
祓
を
唱
え
た
後
、
弓
座
の

神
職
が
塩
を
祭
壇
や
台
所
な
ど
各
所
に
撒
く
。

　

続
い
て
弓
座
の
神
職
が
、
左
手
に
笏
、
右
手
に
二
本
の
打
竹
を
持
っ
て
、
弓
の
弦
を

一
定
の
リ
ズ
ム
で
打
ち
、
太
鼓
座
の
神
職
も
太
鼓
で
伴
奏
し
な
が
ら
二
人
で
【
御
座
入

り
の
神
歌
】
を
歌
い
始
め
る
。
神
歌
は
、「
サ
ン
ヤ
千
早
振
御
座
へ
ま
い
る
御
座
の
ぬ
し
」

「
御
座
貸
し
給
へ
御
座
守
の
神
」
と
い
う
よ
う
に
、
上
の
句
を
弓
座
、
下
の
句
を
太
鼓
座

の
神
職
が
歌
う
。

　

次
に
弓
座
の
神
職
は
、
笏
を
置
い
て
一
本
ず
つ
両
手
で
打
竹
を
持
ち
、
強
弱
を
つ
け

て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
弦
を
叩
き
な
が
ら
、「
謹
請
再
拝
謹
請
再
拝
と
謹
ん
で
申
す
」
と
語
り

始
め
て
か
ら
本
日
の
祭
祀
の
趣
旨
を
述
べ
、
諸
神
勧
請
す
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。
続

い
て
、
祭
場
に
張
ら
れ
て
い
る
注
連
縄
の
起
源
を
岩
戸
神
話
に
基
づ
い
て
語
る
【
注
連

唱
行
】、
打
竹
で
叩
い
て
い
る
弓
の
由
来
を
神
代
四
弓
に
結
び
つ
け
て
語
る
【
弓
唱
行
】

を
唱
え
る
。

　

【
弓
唱
行
】
が
終
わ
る
と
、
弓
を
打
つ
リ
ズ
ム
が
変
わ
る
と
と
も
に
太
鼓
の
伴
奏
が

入
り
、【
十
二
神
歌
】
と
な
る
。
こ
の
際
に
は
、
弓
座
の
神
職
が
打
竹
を
置
い
て
手
打
ち

鉦
を
打
ち
鳴
ら
す
場
合
も
あ
り
、
二
人
以
上
で
執
行
さ
れ
る
時
に
は
笛
と
手
打
ち
鉦
の

伴
奏
も
入
る
。
神
歌
が
歌
わ
れ
る
際
に
は
、「
サ
ン
ヤ
」と
い
う
囃
子
詞
が
入
れ
ら
れ
、「
サ

ン
ヤ
此
弓
の
始
め
は
如
何
に
よ
サ
ン
ヤ
」
と
上
の
句
を
弓
座
の
神
職
、「
久
方
の
サ
ン
ヤ　

久
方
の
神
代
四
弓
の
サ
ン
ヤ　

始
め
な
り
け
り
始
め
な
り
け
り
」
と
下
の
句
を
太
鼓
座

の
神
職
が
歌
う
。
一
二
首
の
神
歌
は
、
弓
・
御
幣
串
・
御
幣
紙
・
注
連
藁
な
ど
、
祭
り

で
用
い
る
祭
具
の
由
来
を
語
り
、
褒
め
讃
え
る
内
容
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
過
程
で
、
神
職
が
語
る
言
葉
に
よ
り
、
現
在
祭
り
を
行
っ
て
い
る
祭
場

や
祭
具
が
聖
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
清
め
ら
れ
た
祭
場
に
、
弓
の
音
に
の
せ
て
数
多
の

神
々
を
招
く
「
諸
神
勧
請（

（
（

」
が
行
わ
れ
る
。

　

弓
座
の
神
職
は
、
祭
壇
に
一
礼
し
た
後
に
、
強
弱
を
つ
け
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
弓
の
弦

を
叩
き
な
が
ら
「
謹
請
再
拝
次
第
の
み
御
座
に
お
い
て　

我
が
国
に
斎
き
祀
る
る
一
国

一
宮
の
大
神
を
は
じ
め
大
中
小
社
の
神
々
を　

漏
ら
さ
ず
落
と
さ
ず
勧
請
申
し
奉
る
な

り
」
と
申
し
上
げ
る
。
こ
の
後
、
数
多
の
神
々
が
四
段
階
に
分
け
て
招
か
れ
て
い
く
。

　

ま
ず
、「
畿
内
は
山
城　

大
和　

和
泉　

河
内　

摂
津
の
五
ヶ
国
な
り
」
と
い
っ
た
形

式
で
、
畿
内
、
東
海
道
、
東
山
道
、
北
陸
道
、
山
陰
道
、
山
陽
道
、
南
海
道
、
西
海
道
、

北
海
道
の
順
に
五
畿
八
道
内
の
国
名
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
沖
縄
を
加
え
た
八
四
ヶ
国（

（
（

の

一
宮
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
大
中
小
社
の
神
々
が
祭
場
へ
勧
請
さ
れ
る
。

　

次
に
、
太
鼓
座
の
神
職
も
太
鼓
を
叩
き
始
め
、
弓
座
の
神
職
と
一
緒
に
「
い
か
に
も

笑
ま
し
と
思
召
せ　

よ
き
折
時
に
守
り
遊
び
せ
ん
」
と
歌
う
よ
う
に
節
を
つ
け
て
申
し

上
げ
る
。
続
い
て
、
東
・
南
・
西
・
北
・
中
央
・
央お

う
り
ゅ
う立

（
黄
龍
）
の
六
方
か
ら
神
々
を
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勧
請
す
る
。
そ
の
際
に
は
、「
東
方
右
に
は
五
万
五
千　

南
方
右
に
は
六
万
六
千
」
と
い

う
よ
う
に
、
方
角
を
変
え
る
毎
に
一
万
千
社
ず
つ
呼
ぶ
神
々
を
増
や
す
か
た
ち
で
、
央

立
（
黄
龍
）
の
十
万
十
社
ま
で
数
多
の
神
々
を
勧
請
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
神
々

を
「
一（

一
所
）緒

に
合
せ
て
請シ

ョ
ウ
ユ
ウ誘

申
」
し
た
後
に
、
諸
楽
横
笛
で
音
楽
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
な

か
神
々
が
馬
に
乗
り
こ
の
場
へ
降
臨
影
向
す
る
様
子
を
形
容
し
た
神
歌
が
歌
わ
れ
る
。

二
人
以
上
で
執
行
さ
れ
る
時
に
は
、
こ
の
パ
ー
ト
に
入
る
と
手
打
ち
鉦
と
笛
の
伴
奏
が

入
る
の
で
、
賑
や
か
に
音
楽
を
奏
で
て
神
々
を
迎
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
窺
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
太
鼓
の
伴
奏
が
打
た
れ
る
中
、
弓
座
の
神
職
が
弓
の
弦
を
打
竹
で
叩
き
な

が
ら
、
一
社
ず
つ
神
社
名
を
言
挙
げ
て
勧
請
し
て
い
く
。
そ
の
順
番
は
、
①
今こ

ん
に
ち日

大
空
・

日
の
神
・
月
の
神
・
七
曜
星
・
九
曜
星
・
二
十
八
宿
、
②
我
が
国
宗
廟
の
伊
勢
神
宮
・

備
後
国
一
宮
吉
備
津
神
社
・
奴
可
郡
の
旧
郷
社
爾
比
都
賣
神
社
、
③
八
鳥
地
区
の
氏
神

で
あ
る
白
山
神
社
や
組
の
領
域
内
に
祀
ら
れ
る
神
社
な
ど
地
元
の
神
社
、
④
明
治
神
宮
・

靖
国
神
社
・
熱
田
神
宮
・
厳
島
神
社
・
出
雲
大
社
な
ど
諸
国
の
大
社
、
⑤
町
内
産
土
と

し
て
西
城
町
内
各
大
字
の
氏
神
社
と
い
っ
た
近
隣
地
区
の
神
社
、
の
よ
う
に
整
理
で
き

る
。
そ
の
後
、
⑥
祭
り
を
開
催
す
る
願
主
が
地
内
地
先
に
祀
る
荒
神
・
山
の
神
な
ど
の

地
神
や
各
家
に
祀
ら
れ
る
土
公
神
が
勧
請
さ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
弓
座
の
神
職
が
、

組
に
祀
ら
れ
る
神
々
と
願
主
の
名
前
を
記
し
た
神
名
帳
を
片
手
に
持
ち
な
が
ら
、「（
干

支
）
歳
願
主
の
（
人
名
）
名み

ょ
う

に
は
」
と
い
う
よ
う
に
一
人
一
人
の
姓
名
と
干
支
を
読
み

上
げ
て
か
ら
、願
主
が
祀
る
神
々
の
神
名
を
一
社
ず
つ
読
み
あ
げ
て
勧
請
す
る
。最
後
に
、

⑦
氏
子
代
々
若
宮
神
明
、
氏
子
願
主
が
心
掛
け
た
る
神
明
が
勧
請
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
多
種
多
様
な
神
々
が
勧
請
さ
れ
た
後
、
先
と
同
じ
よ
う
に
、
弓
座
の
神
職

と
太
鼓
座
の
神
職
が
、
神
々
が
こ
の
場
へ
ユ
ラ
サ
ラ
と
降
臨
影
向
す
る
様
子
を
示
し
た

神
歌
を
唱
和
す
る
。
そ
し
て
、「
幣
立
つ
る
此
所
も
高
天
の
原
な
れ
ば　

集
ま
り
給
へ
天

地
の
神
」「
注
連
の
内
ま
だ
入
り
ま
さ
ぬ
神
ま
さ
ば　

小
金
の
御
注
連
を
越
へ
て
ま
し
ま

せ
」
な
ど
、
神
々
の
来
臨
を
請
う
神
歌
を
歌
う
。
こ
こ
で
も
、
二
人
以
上
で
執
行
さ
れ

る
時
に
は
、
手
打
ち
鉦
と
笛
の
伴
奏
が
入
る
。

　

こ
う
し
て
す
べ
て
の
神
々
を
招
き
降
ろ
し
た
弓
座
の
神
職
は
、
一
礼
し
て
か
ら
打
竹

を
置
い
て
笏
を
持
ち
、「
サ
ン
ヤ
こ
の
神
酒
に
漏
れ
た
る
神
が
ま
し
ま
さ
ば　

松
尾
の
社

に
応
え
た
ま
え
よ　

松
尾
の
社
に
応
え
た
ま
え
よ
」
と
、
酒
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
松

尾
大
社
が
登
場
す
る
【
御
神
酒
献
上
】
の
神
歌
を
太
鼓
座
の
神
職
と
唱
和
す
る
。

　

最
後
に
、
弓
座
の
神
職
が
手
に
持
つ
神
楽
鈴
を
振
っ
て
鳴
ら
し
て
か
ら
、
二
礼
二
拍

手
一
礼
の
拝
礼
を
行
う
。

　

以
上
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
第
一
座
「
勧
請
」
で
は
、
祭
場
を
言
葉
の
呪
力
で
聖

化
す
る
と
と
も
に
、
数
多
の
神
々
を
祭
場
へ
迎
え
、
神
酒
を
献
上
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

る
。
実
際
に
神
々
を
招
き
降
ろ
す
「
諸
神
勧
請
」
は
、
神
名
の
奉
読
を
し
て
か
ら
、
神
々

が
降
臨
す
る
さ
ま
を
表
現
す
る
神
歌
を
歌
う
と
い
う
二
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
成
っ
て
い
た
。

そ
の
際
に
は
、
招
き
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
幾
度
も
勧
請
が
請
い
願
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
座
で
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が
、
神
名
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
細
か
く
読
み
上
げ

ら
れ
て
勧
請
さ
れ
る
た
め
、
一
時
間
ほ
ど
の
時
間
が
か
か
る
。

六　

神
遊
び

六
―
一　
「
祝
詞
」

　

小
休
憩
を
挟
ん
だ
後
に
は
、第
二
座「
祝
詞
」が
行
わ
れ
る
。
な
お
、弓
と
太
鼓
の
役
は
、

一
座
毎
に
交
代
し
て
務
め
る
の
が
通
常
で
、
こ
の
「
祝
詞
」
の
座
は
引
き
受
け
の
神
職

が
務
め
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
ず
、
弓
座
と
太
鼓
座
の
二
人
の
神
職
が
、
神
楽
鈴
を
鳴
ら
し
て
か
ら
祭
壇
に
向
か
っ

て
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
拝
礼
を
行
い
、
禊
祓
、
大
祓
、
荒
神
祓
、
三
種
祓
を
唱
え
る
。

　

祓
詞
を
唱
え
終
わ
っ
た
弓
座
の
神
職
は
、
弓
の
弦
を
叩
く
前
に
、【
弓
鎮
め
・
魔
切
の

法
】
を
行
う
。
ま
ず
、弓
座
の
神
職
は
、二
本
の
打
竹
を
右
手
で
筆
を
握
る
よ
う
に
持
ち
、

祭
壇
正
面
に
向
か
っ
て
宙
に
文
字
を
書
く
こ
と
を
行
う
。
次
に
、
右
手
で
打
竹
を
箸
の

よ
う
に
持
ち
、
上
か
ら
弓
の
弦
を
挟
む
所
作
を
、
順
逆
順
の
三
度
繰
り
返
す
。
三
度
目
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に
は
、
打
竹
を
持
つ
手
を
滑
ら
せ
る
よ
う
に
弦
近
く
ま
で
下
ろ
す
。
続
い
て
、
打
竹
を

右
手
で
束
ね
て
持
ち
、
そ
の
ま
ま
弓
の
弦
を
上
か
ら
握
る
所
作
を
三
度
行
う
。
最
後
に
、

打
竹
を
置
い
て
手
に
し
た
笏
で
三
宝
か
ら
白
米
を
数
粒
と
り
、
一
粒
の
米
を
二
本
の
指

で
摘
み
、
米
粒
を
弦
に
当
て
な
が
ら
左
右
に
滑
ら
せ
、
米
粒
を
左
・
右
・
中
央
の
三
ケ

所
で
弾
く
所
作
を
三
回
行
う
。
こ
れ
ら
の
所
作
を
行
う
際
に
は
、
唱
え
言
が
微
音
で
唱

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
呪
術
的
な
弓
伏
せ
の
所
作
や
小
声
で
唱
え
ら
れ
る
呪
言
に

関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
家
に
口
伝
が
あ
り
、
細
か
い
点
で
相
違
が
あ
る
。

　

【
弓
鎮
め
・
魔
切
の
法
】
が
終
わ
る
と
、
弓
座
の
神
職
は
、
左
手
に
笏
、
右
手
に
二

本
の
打
竹
を
持
ち
、
弦
を
一
定
の
リ
ズ
ム
で
叩
き
な
が
ら
「
神
々
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
降
り
給
う　

御
幣
の
冠
に
降
り
給
う
」
な
ど
、
神
々
が
降
臨
す
る
様
子
を
歌
っ
た
神

歌
を
太
鼓
を
叩
い
て
伴
奏
す
る
太
鼓
座
の
神
職
と
掛
け
合
い
で
数
首
歌
い
、「
勧
請
」
を

行
う
。

　

続
い
て
弓
座
の
神
職
は
、
同
じ
よ
う
に
片
手
で
打
竹
を
持
っ
て
弦
を
一
定
の
リ
ズ
ム

で
叩
き
な
が
ら
、「
無
上
霊
宝　

天
元
神
道　

神
変
加
持　

無
上
霊
宝　

地
元
神
道　

神

通
加
持　

無
上
霊
宝　

人
元
神
道　

人
力
加
持　

抑
々
三
元
神
道
の
斎
場　

五
大
所
成

の
霊
壇
真
宗
源
の
砌　

納
受
円
満
の
為
天
神
地
祇
定
ま
り
て　

降
臨
影
向
し
給
う
ら
ん　

無う
え
な
き
み
た
か
ら

上
霊
宝　

神か
み
み
ち
か
じ

道
加
持
と
申
す
」
と
唱
え
る
。
こ
の
箇
所
は
、「
三
元
十
八
神
道
次
第（

（（
（

」

に
所
収
の
三
元
表
白
で
あ
り
、
最
後
の
部
分
で
は
私
に
訓
を
当
て
て
読
み
下
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
吉
日
を
選
び
当
屋
を
祓
い
清
め
て
梓
弓
の
神
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、

氏
子
の
繁
栄
や
身
体
堅
固
、
交
通
安
全
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
願
意
を
申
し
上
げ
た
う
え
で
、

招
い
た
神
々
の
御み

こ
こ
ろ心

・
御み

し
る
し験

を
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
す
る
【
祝
詞
】
を
奏
上
す
る
。

こ
こ
で
は
太
鼓
の
伴
奏
は
な
い
。

　

弓
座
の
神
職
は
、
祝
詞
を
奏
上
し
終
え
る
と
祭
壇
に
向
か
い
低
頭
す
る
。
そ
の
間
、

太
鼓
座
の
神
職
は
、
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
「
神
々
は
今
こ
そ
几
帳
に
降
り
給
え　

衆
生

の
願
い
を
見
せ
て
叶
え
ん
」
な
ど
の
神
歌
を
数
首
歌
い
、【
御
神
楽
】
を
奏
上
す
る
。

　

上
体
を
戻
し
た
弓
座
の
神
職
は
、「
サ
ン
ヤ
」
と
歌
い
出
し
、
打
竹
で
弓
の
弦
を
一
度

叩
き
音
を
出
し
て
か
ら
笏
に
持
ち
替
え
て
【
神
籤
】
を
と
る
。
こ
こ
で
は
奏
楽
が
な
く
、

弓
座
の
神
職
は
「
御
久
米
と
る　

と
る
手
の
内
の
輝
き
は　

神
の
う
つ
り
か
あ
ら
た
な

る
も
の
」
な
ど
「
久く

ま米
据
え
の
神
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
、
笏
の
上
に
米
を
と
っ
て
右
手

に
移
し
、
右
手
で
パ
ッ
と
笏
の
上
に
投
げ
る
（
図
10
参
照
）。
そ
し
て
、
笏
の
上
に
残
っ

た
米
を
集
め
、神
意
を
う
か
が
う
。
神
籤
は
、笏
の
上
に
投
げ
ら
れ
た
米
の
数
や
米
の
形
、

米
の
散
ら
ば
り
か
た
な
ど
で
、
神
の
意
思
や
物
事
の
吉
凶
を
判
断
す
る
と
い
う
。
こ
れ

に
関
し
て
も
社
家
毎
に
相
伝
さ
れ
た
秘
伝
が
あ
る
。
こ
の
神
籤
は
、
第
一
座
の
「
勧
請
」

で
招
い
た
す
べ
て
の
神
々
の
神
籤
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
時
神
託
を
伺
っ
た「
御

神
米
（
御み

く

ま
久
米
）」
は
、
直
会
の
席
で
各
人
に
回
さ
れ
、
全
員
が
数
粒
ず
つ
食
べ
る
の
が

慣
例
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
弓
座
の
神
職
と
太
鼓
座
の
神
職
が
、
弓
と
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
「
揺
り
上

ぐ
る
濱
の
真
砂
の
数
よ
り
も
尚
喜
び
は
我
が
後
世
の
時　

神
前
納
む
る
住
吉
の
二
葉
の

松
の
千
代
を
経
給
う　

千
代
を
経
て
神
こ
そ
位
に
つ
き
た
ま
え　

四
尺
の
袖
の
御
座
に

図10　神職が米を笏の上に投げて神籤をとる様子
2016年12月18日筆者撮影

図11　土公神遊びの様子　2015年１月24日筆者撮影
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つ
く
ま
で
」
と
歌
っ
て
【
神
送
り
】
を
行
う
。

　

最
後
に
、
弓
座
の
神
職
が
手
に
持
つ
神
楽
鈴
を
振
っ
て
鳴
ら
し
て
か
ら
、
二
礼
二
拍

手
一
礼
の
拝
礼
を
行
い
、「
祝
詞
」の
座
が
終
了
す
る
。お
よ
そ
三
〇
分
ほ
ど
の
座
で
あ
る
。

六
―
二　
「
土
公
神
遊
び
」

　

昼
食
休
憩
を
挟
ん
で
神
職
が
交
代
し
、
第
三
座
「
土
公
神
遊
び
」
と
な
る
。

　

ま
ず
二
人
の
神
職
が
、
神
楽
鈴
を
短
く
鳴
ら
し
て
か
ら
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
拝
礼
を

行
い
、
禊
祓
、
大
祓
、
荒
神
祓
、
三
種
祓
を
唱
え
る
。

　

そ
し
て
弓
座
の
神
職
は
、
左
手
に
笏
、
右
手
に
打
竹
を
持
ち
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
弓

を
叩
き
な
が
ら
、「
サ
ン
ヤ
土
公
神　

何
時
よ
り
笑
ま
し
と
思
召
す　

良
き
折
時
に
守
り

遊
び
せ
ん
」
な
ど
の
【
御
座
入
り
の
神
歌
】
を
、
伴
奏
す
る
太
鼓
座
の
神
職
と
掛
け
合

い
で
数
首
歌
い
、土
公
神
を
勧
請
す
る
。
な
お
、東
城
町
小
奴
可
奴
可
神
社
中
島
家
蔵「
鳴

弦
神
事
式　

全
」（
大
正
三
・
一
九
一
四
年
）
で
は
、
こ
の
後
に
五
行
祭
文
、
神
道
祭
文

を
読
む
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
こ
れ
ら
の
祭
文
を
読
む
こ
と
は
な
い
。

　

次
に
、
願
主
が
竈
に
祀
る
土
公
神
を
遊
ば
せ
、
神
籤
を
う
か
が
う
こ
と
が
行
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
受
持
ち
の
神
職
が
願
主
の
名
前
を
呼
び
、
神
遊
び
を
行
う
神
職
の
近
く

へ
呼
び
寄
せ
る
。
多
数
の
願
主
が
参
加
す
る
地
祭
で
は
、
時
間
の
都
合
上
、
複
数
の
願

主
の
土
公
神
を
一
緒
に
拝
む
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
事
例
で
は
、
家
の
当
主

が
二
人
ず
つ
呼
ば
れ
て
弓
座
の
神
職
と
太
鼓
座
の
神
職
の
近
く
に
座
り
、
四
人
の
願
主

が
一
度
に
土
公
神
遊
び
を
受
け
て
い
た
。

　

は
じ
め
に
、
弓
座
と
太
鼓
座
の
神
職
が
、「
謹
請
再
拝
次
第
の
み
御
座
に
お
い
て
は
○

（
干
支
）
歳
の
○
○
（
願
主
の
氏
名
）
と
○
（
干
支
）
歳
の
○
○
（
願
主
の
氏
名
）
が
家

内
竈
所
の
五
大
土
公
神
に
御
祓
真
読
奉
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
申
し
上
げ
、
弓
と
太
鼓
を
強

弱
を
つ
け
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
叩
き
な
が
ら
【
祓
詞
】
を
奏
上
す
る
。

　

次
に
太
鼓
座
の
神
職
が
、「
四
軒
の
家
内
竈
所
に
垂
迹
の
五
大
土
公
神
に　

千
代
の
御

神
楽
さ
し
あ
ぐ
る
」
と
申
し
上
げ
る
。
そ
の
間
に
弓
座
の
神
職
は
、
打
竹
を
置
い
て
手

打
ち
鉦
に
持
ち
替
え
る
。
そ
し
て
、
弓
座
の
神
職
は
鉦
を
鳴
ら
し
、
太
鼓
座
の
神
職
は

太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、「
土
公
神
ま
し
ま
す
社
は
檜
皮
葺　

黄
金
の
垂
木
に
玉
の
御
簾
」

な
ど
土
公
神
に
関
す
る
神
歌
を
数
首
歌
い
、【
御
神
楽
】
を
奏
し
て
土
公
神
を
遊
ば
せ
る
。

　

続
い
て
弓
座
の
神
職
は
祭
壇
に
向
か
っ
て
低
頭
し
、
太
鼓
座
の
神
職
が
小
さ
く
細
か

く
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
願
主
が
家
内
竈
所
に
祀
る
土
公
神
の
御み

し
る
し験

を
い
た
だ
く
と
と

も
に
願
主
を
守
り
幸
え
給
え
と
短
く
【
祈
念
】
を
申
し
上
げ
る
。

　

そ
し
て
二
人
は
、
祭
壇
に
向
か
っ
て
二
拍
手
を
し
て
か
ら
笏
を
と
り
、
願
主
の
干
支

と
氏
名
が
書
か
れ
た
洗
米
袋
と
笏
を
重
ね
持
っ
て
、
笏
の
上
に
米
を
投
げ
て
「
神
籤
」

を
行
う
。
そ
の
際
に
は
、
弓
座
の
神
職
が
神
歌
を
一
首
歌
う
間
に
笏
の
上
へ
米
を
投
げ

て
一
人
の
神
籤
を
と
る
と
、
続
い
て
太
鼓
座
の
神
職
が
別
の
神
歌
を
歌
い
出
し
て
神
籤

を
と
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
願
主
一
人
ず
つ
一
首
ご
と
に
土
公
神
の
神
籤
が
と
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
願
主
が
一
人
ず
つ
呼
ば
れ
、
神
籤
を
伺
っ
た
御
神
米
が
半
紙
で
作
ら
れ
た
洗

米
袋
に
入
れ
て
渡
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
結
構
な
神
籤
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
足
元
や
手

元
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
今
後
一
年
の
吉
凶
が
伝
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
【
祓
詞
】【
御
神
楽
】【
祈
念
】【
神
籤
】
の
一
セ
ッ
ト
が
、
土
公
神
遊
び
の
基

本
形
式
で
あ
る
。
す
べ
て
の
願
主
が
土
公
神
遊
び
を
受
け
る
ま
で
、
こ
の
一
セ
ッ
ト
が

繰
り
返
し
行
わ
れ
る
。

　

願
主
全
員
の
土
公
神
遊
び
が
終
わ
る
と
二
人
は
、
弓
と
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、「
揺
り

上
ぐ
る
濱
の
真
砂
の
数
よ
り
も
尚
喜
び
は
我
が
後
世
の
時
」「
神
前
納
む
る
住
吉
の
二
葉

の
松
の
千
代
を
経
給
う
」
と
い
う
神
歌
を
歌
っ
て
【
神
送
り
】
を
行
う
。

　

最
後
に
、
弓
座
の
神
職
が
手
に
持
つ
神
楽
鈴
を
振
っ
て
鳴
ら
し
て
か
ら
、
二
礼
二
拍

手
一
礼
の
拝
礼
を
行
い
、「
土
公
神
遊
び
」
の
座
が
終
了
す
る
。
こ
の
座
は
、
願
主
の
人

数
に
よ
り
変
動
す
る
が
、
三
〇
分
か
ら
四
五
分
ほ
ど
か
か
る
。

　

こ
の
「
土
公
神
遊
び
」
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
者
の
岩
田
勝
と
鈴
木
正
崇
は
、
弓
神

楽
に
お
い
て
土
公
祭
文
を
読
む
こ
と
で
、
地
霊
の
土
公
が
祟
り
を
し
な
い
よ
う
に
鎮
め

る
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
た
〔
岩
田　

一
九
八
三　

二
五
一
〕〔
鈴
木
正　
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二
〇
〇
一　

七
六
〕。
し
か
し
土
公
神
は
、
そ
の
名
称
に
「
土
」
が
入
っ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
備
北
地
方
で
は
「
土
地
・
大
地
」
と
関
連
付
け
て
信
仰
さ
れ
て
い
な
い
。
土

公
神
の
「
土
」
の
要
素
、
つ
ま
り
木
火
土
金
水
と
い
う
五
行
の
「
土
」
は
、
祝
詞
の
な

か
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
竈
（
火
所
）
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
備
北
地
方
の

土
公
神
は
、
当
地
で
家
を
構
え
生
活
を
送
る
に
あ
た
り
必
要
不
可
欠
な
竈
の
神
で
あ
り
、

一
つ
の
家
に
一
社
ず
つ
祀
ら
れ
る
家
の
神
で
あ
る
。こ
の
家
の
神
を
祀
る「
土
公
神
遊
び
」

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
土
公
神
を
遊
ば
せ
て
神
籤
を
う
か
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
来

年
起
き
る
で
あ
ろ
う
運
勢
を
占
う
神
事
で
あ
る
。
こ
う
し
た
実
際
の
儀
礼
の
姿
や
信
仰

の
か
た
ち
か
ら
す
る
と
、
岩
田
勝
や
鈴
木
正
崇
の
所
論
に
は
再
検
討
す
べ
き
点
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

七　

神
送
り

七
―
一　
「
結
願
神
送
り
」

　

休
憩
を
挟
ん
で
神
職
が
交
代
し
、
第
四
座
「
結
願
神
送
り
」
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の

座
で
は
、
祭
り
の
様
子
を
後
ろ
か
ら
眺
め
て
い
る
の
は
当
主
な
ど
の
男
性
陣
が
多
か
っ

た
が
、
こ
の
座
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
台
所
等
で
働
い
て
い
た
女
性
陣
も
含
め
た
全
員
が

臨
席
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

ま
ず
二
人
の
神
職
が
、
神
楽
鈴
を
短
く
鳴
ら
し
て
か
ら
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
拝
礼
を

行
う
。

　

次
に
弓
座
の
神
職
は
、
左
手
に
笏
、
右
手
に
打
竹
を
持
ち
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
弓
を

叩
き
、
太
鼓
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
「
サ
ン
ヤ　

ち
は
や
ぶ
る
神
の
御
前
の
み
て
ぐ
ら
を　

今
吹
き
返
せ
よ　

元
つ
社
へ　

今
吹
き
返
せ
よ　

元
つ
社
へ
」
な
ど
、
神
返
し
を
主
題

と
す
る
「
御
座
入
り
の
神
歌
」
を
掛
け
合
い
で
歌
う
。

　

次
に
弓
座
の
神
職
が
、両
手
に
打
竹
を
持
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
弓
を
叩
き
な
が
ら
「
祝

詞
」
を
奏
上
す
る
。
祝
詞
で
は
、
願
主
の
姓
名
と
干
支
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
交
通
安
全
・

身
体
健
康
・
寿
命
長
久
な
ど
が
祈
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
勧
請
」
の
座
で
招
き
寄
せ
た
神

名
が
も
う
一
度
読
み
上
げ
ら
れ
、「
只
今
の
神
座
を
な
し
て
決
願
成
就
神
送
り
の
神
座
な

れ
ば　

諸
神
た
ち
神
集
え
に
集
え
た
ま
い　

も
と
す
本
国
本
社
へ
ユ
ラ
サ
ラ
と
還
御
な

し
た
ま
え
と
申
す
」
と
祈
念
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
弓
座
の
神
職
が
祭
壇
に
低
頭
す
る
と
、
太
鼓
座
の
神
職
が
太
鼓
を
叩
き
な

が
ら
、「
い
か
に
も
笑
ま
し
と
思
召
せ　

よ
き
折
時
に
守
り
遊
び
せ
ん
」
と
歌
う
。
続

い
て
、
二
人
は
弓
と
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
「
東
方
方
に
も　

南
方
方
に
も　

西
方
方
に

も　

北
方
方
に
も　

中
央
方
に
も　

央
立
方
に
も　

上
が
ら
ぬ
神
が
あ
る
な
ら
ば　

散

米
持
っ
て
こ
い
打
ち
か
き
ょ
う
や　

打
ち
か
け
持
っ
て
こ
い
打
ち
か
き
ょ
う
や　

御
幣

を
差
し
上
げ
持
っ
て
ま
い
ら
し
ょ　

社
無
い
神
に
は　

御
幣
と
と
も
に
持
っ
て
ま
い
ら

し
ょ　

あ
ら
わ
え
い
と　

え
い
と
え
い
と
な
」と
歌
う
。こ
の
よ
う
に
、音
楽
を
奏
で
歌
っ

て
芸
能
的
に
す
べ
て
の
神
々
を
元
の
在
所
へ
送
り
返
す
「
打
上
げ
」
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
れ
で
「
結
願
神
送
り
」
は
終
了
す
る
が
、
所
要
時
間
は
三
〇
分
ほ
ど
で
あ
る
。

七
―
二　
「
恵
美
須
遊
び
」

　

続
い
て
休
憩
を
挟
ま
ず
に
、
第
五
座
「
恵
美
須
遊
び
」
と
な
る
。
こ
の
座
で
は
、
白

米
一
升
二
合（
閏
年
の
場
合
は
一
升
三
合
）が
入
れ
ら
れ
た
竹
箕
と
塗
盆
、恵
美
須
幣（
遣

幣
）
が
用
い
ら
れ
る
。

　

ま
ず
弓
座
の
神
職
が
、
両
手
で
打
竹
を
持
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
弦
を
叩
き
な
が
ら
、

「
謹
請
再
拝
再
拝
次
第
の
み
御
座
に
お
い
て
は　

末
座
な
が
ら
願
主
の
諸
人
た
ち
の
御み

た
な棚

と
土
蔵
に
斎
き
祀
れ
る
恵
美
須
神
大
黒
神
二
社
福
徳
の
神
々
に
御
祓
真
読
奉
る
」
と
述

べ
、【
祓
詞
】
を
奏
上
す
る
。
続
い
て
、「
吐と

お

か

み

え

み

た

め

普
加
美
依
身
多
女
祓
え
た
ま
え
清
め
た
ま
え
」

と
三
度
唱
え
る
。そ
し
て
、禍
事
な
く
家
が
穏
や
か
に
恵
み
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に【
祝

詞
】
を
奏
上
し
て
か
ら
、「
幸さ

き
み
た
ま魂

奇く
し
み
た
ま魂

荒あ
ら
み
た
ま魂

和に
ぎ
み
た
ま魂

守ま
も
り
た
ま
え給

幸
さ
き
は
え
た
ま
え

給
」
と
三
度
唱
え
る
。

　

続
い
て
弓
座
の
神
職
が
、「
願
主
の
諸
人
た
ち
の
御
棚
と
土
蔵
に
斎
き
祀
れ
る
恵
美
須

神
大
黒
神
へ
」
と
述
べ
た
後
、
二
人
の
神
職
が
「
千
代
の
御
神
楽
さ
し
あ
ぐ
る　

黄
金



− 15 −

168

の
御
蔵
に
納
め
ま
し
ま
す
」
な
ど
数
首
の
神
歌
を
歌
い
、【
御
神
楽
】
を
奏
す
る
。

　

終
わ
っ
て
弓
座
の
神
職
が
祭
壇
に
向
か
っ
て
低
頭
し
て
い
る
と
、
太
鼓
座
の
神
職
は
、

小
さ
く
細
か
く
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
氏
子
を
襲
う
大
の
難
は
小
の
難
に
小
の
難
は
無

難
に
な
り
、
彼
ら
の
手
足
が
曲
が
る
こ
と
な
く
、
交
通
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

に
と
、【
祈
念
】
を
申
し
上
げ
る
。

　

次
に
弓
座
の
神
職
は
、「
サ
ン
ヤ　

ゆ
る
ゆ
る
と
流
る
る
水
の
瀬
の
上
に　

浅
く
波
立

つ
心
た
も
れ
よ
」
な
ど
の
神
歌
を
数
首
歌
い
続
け
な
が
ら
、
打
竹
を
箸
の
よ
う
に
使
い
、

一
斗
升
か
ら
恵
美
須
幣
を
二
本
取
り
、
襟
に
挿
す
。
そ
し
て
、
竹
箕
を
振
っ
て
中
の
米

を
な
ら
し
、
右
手
に
持
つ
恵
美
須
幣
で
米
の
上
に
呪
文
を
書
い
た
後
（
図
12
参
照
）、
襟

に
幣
を
戻
し
て
か
ら
右
手
で
米
を
掴
み
上
げ
て
落
と
す
こ
と
を
三
度
繰
り
返
す
。
続
い

て
、
塗
盆
を
左
手
に
と
り
、
右
手
で
米
を
掴
み
上
げ
盆
の
上
に
落
と
し
て
三
つ
の
山
を

作
り
、「
ま
こ
と
に
も
っ
て
一
点
二
点
三
点
の
几
帳
を
ゆ
る
ゆ
る
と
あ
い
わ
た
し
と
お
り

な
れ
ば　

こ
れ
な
る
○
○
組
に
千
歳
を
お
く
る
願
主
の
家
の
乾
の
隅
に
は　

藁
を
ず
っ

ぱ
と
積
み
重
ね　

一
に
寿
命
二
に
無
病
三
に
福
禄
円
満
の
祈
り
を
授
け
ま
い
ら
せ
と
申

す
」
と
唱
え
る
（
図
13
参
照
）。
こ
れ
は
【
神
籤
】
で
、
終
わ
る
と
弓
座
の
神
職
は
、
米

を
落
と
し
た
塗
盆
、
恵
美
須
幣
、
千
藁
を
入
れ
た
箕
を
脇
に
置
く
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
二
人
の
神
職
は
手
打
ち
鉦
と
太
鼓
を
奏
し
な
が
ら
、
恵
美
須
神
に

御
神
酒
を
献
上
し
、
願
主
の
家
へ
万
の
宝
を
招
き
寄
せ
る
こ
と
を
語
る
【
神
上
げ
祭
文
】

を
、
歌
う
よ
う
に
節
を
つ
け
て
読
み
あ
げ
る
。
そ
の
詞
章
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

サ
ン
サ
ヤ
ト　

前
な
る
川
を
ば
御
酒
と
名
付
て　

長
柄
の
銚
子
で
汲
あ
げ
て
汲
み

お
ろ
す　

七
福
萬
に
三
石
の
米
入
れ
て　

夕
や
造
り
で
夜
中
に
そ
え
を
か
け
暁
時

に
献
上
し
て
ぐ
ら
ぐ
ら
と
か
き
ま
ぜ
て　

今
盛
る
酒
は
御
前
の
辛
酒　

イ
ヤ
イ
ヤ

ト
ン
ド
ヤ
ー　

善
き
事
を
ば
酒
の
湧
き
花
菊
の
花
よ　

悪
し
き
事
を
ば
払
う
は

萩
の
花
よ　

そ
の
時
に
集
ま
る
願
主
の
御
門
の
あ
た
り
に　

松
を
植
え
て
は
参
り

下
向
だ　

松
と
読
ま
せ
る
面
白
い
ぞ
や　

同
じ
所
に
竹
を
立
て
て
は
参
り
下
向
だ　

竹
と
読
ま
せ
る
面
白
い
ぞ
や　

同
じ
願
主
の
御
門
の
あ
た
り
に
菊
を
植
え
て
は　

参
り
下
向
に
菊
と
読
ま
せ
る
面
白
い
ぞ
や　

同
じ
所
に
あ
し
を
植
え
て
参
り
下
向

に
よ
し
と
読
ま
せ
る
面
白
い
ぞ
や　

そ
の
時
に
集
ま
る
願
主
の
御
門
の
側
に
は
旗

立
て
は　

万
の
宝
を
ま
ね
き
よ
せ
る
が
面
白
い
ぞ
や　

同
じ
願
主
の
乾
の
隅
に
は

壷
七
つ
八
つ
つ
ぼ
ね
に
さ
ヾ
ら
浪
立
つ
面
白
い
ぞ
や　

そ
の
時
に
し
を
な
る
女
に

げ
げ
を
ば
履
か
せ
て
精
の
米
を
ば
睦
と
読
ま
せ
る
面
白
い
ぞ
や　

サ
ン
ヤ
サ
ン
ヤ

　

こ
れ
で
恵
美
須
神
の
神
遊
び
が
終
了
し
、
続
い
て
「
打
上
げ
」
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
弓
座
の
神
職
は
、
弓
を
伏
蓋
に
固
定
す
る
た
め
に
結
わ
え
て
い
た
糸
を
外
し
、

弓
を
祭
壇
に
立
て
か
け
る
よ
う
に
し
て
縦
に
置
く
「
弓
降
ろ
し
・
千
藁
起
こ
し
」
を
行
う
。

そ
の
際
に
は
、
片
づ
け
る
所
作
に
合
わ
せ
た
神
歌
（「
成
就
し
て
し
ら
べ
の
糸
を
解
く
時

は　

万
の
神
も
笑
ま
し
か
る
ら
ん
」「
打
蓋
は
亀
の
甲
に
も
さ
も
似
た
り　

起
こ
す
と
見

れ
ば
氏
子
栄
え
る
」「
成
就
し
て
千
藁
起
こ
し
に
逢
う
人
は　

千
年
の
命
も
千
代
に
八
千

代
に
」
の
三
首
）
を
歌
い
な
が
ら
、
弓
座
の
設
え
を
解
い
て
い
く
。

　

次
に
弓
座
の
神
職
は
、【
弓
箭
加
持
】
と
し
て
、
鬼
門
を
向
い
て
弓
を
構
え
、
打
竹
を

矢
に
見
立
て
て
番
え
る
。
そ
し
て
、
小
声
で
秘
文
を
唱
え
な
が
ら
、
矢
の
根
本
を
二
本

指
で
九
字
を
切
る
よ
う
な
所
作
を
し
た
後
に
、「
こ
の
方
と
申
す
る
は　

丑
寅
の
鬼
門
に

当
た
り　

マ
ン
の
悪
鬼
の
鬼き

ら
い来

な
す
方
な
れ
ば　

ま
ず
は
一い

っ
と
く得　

二に

ぎ儀　

三さ
ん
し
ょ
う生　

四し
せ
つ殺　

五ご

き鬼　

六ろ
く
が
い害　

七し
ち
よ
う殀　

八は
ち
な
ん難　

九く
や
く厄　

ち
は
や
ぶ
る
神
の
む
こ
う
の
梓
弓　

む
こ
う
や

先
に
悪
魔
た
ま
ら
じ　

弦つ
る
お
と音

聞
い
て
悪
魔
退
け
」
と
唱
え
て
か
ら
矢
の
根
本
を
二
本
指

で
押
し
込
む
よ
う
な
所
作
を
す
る
。
続
い
て
、
右
手
で
弦
を
二
度
引
い
て
、「
ビ
ン
ビ
ン
」

と
音
を
立
て
る
（
図
14
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
呪
術
的
に
鬼
門
へ
矢
を
放
ち
、
鳴
弦
に

よ
り
魔
を
祓
う
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
「
福
の
種
巻
き
」
と
な
り
、
弓
座
の
神
職
が
願
主
に
福
が
訪
れ
る
こ
と
を
願

う
内
容
の
言
葉
を
唱
え
な
が
ら
、
藁
を
束
ね
て
作
ら
れ
た
千
藁
（
福
藁
と
も
呼
ば
れ
る
）

に
「
恵
美
須
遊
び
」
で
用
い
た
恵
美
須
幣
を
添
え
た
も
の
を
芯
に
し
て
、
天
井
か
ら
外
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図16　千藁や恵美須遊びに用いた米が入った竹箕を後
ずさりで運ぶ

図17　恵美須神の神棚に納められた千藁

図18　千藁を持って舞う「曲舞」 図19　神職と当屋による餅まき

図12　竹箕内の米に恵美須幣で呪文を書く図13　塗盆に撒かれた米を見て神籤をとる

図14　艮の方向へ弓を構え呪文を唱える図15　福の種巻き
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さ
れ
て
一
つ
に
集
め
ら
れ
た
千
道
で
巻
き
こ
ん
で
い
く
（
図
15
参
照
）。
そ
の
際
に
は
、

太
鼓
座
の
神
職
が
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
「
福
の
種
を
巻
こ
う
や
巻
こ
う
や　

今
年
は
何

時
よ
り
世
の
中
よ
か
れ
と　

磯
漕
ぐ
船
も
沖
漕
ぐ
船
も
こ
れ
を
御
蔵
へ
に 

起
す
は
殿
原　

エ
イ
ト
エ
イ
ト
ナ
」
と
歌
っ
て
囃
し
、
弓
座
の
神
職
は
手
に
持
つ
千
藁
を
遊
ば
せ
る
よ

う
に
左
右
へ
振
り
な
が
ら
巻
い
て
い
く
。
最
後
に
弓
座
の
神
職
は
、
打
竹
で
千
道
を
叩

い
て
切
り
離
し
、
藁
紐
で
千
藁
を
結
わ
え
る
。

　

こ
の
千
藁
は
、
五
穀
豊
穣
の
福
が
招
か
れ
る
縁
起
物
と
し
て
当
屋
に
渡
さ
れ
る
。
当

屋
の
主
人
は
、
祭
り
が
終
わ
る
と
、
白
米
と
千
藁
が
入
っ
た
竹
箕
を
抱
え
、
祭
壇
が
据

え
ら
れ
て
い
る
奥
の
間
か
ら
恵
美
須
神
が
祀
ら
れ
る
神
棚
（
納
戸
や
台
所
が
多
い
）
の

場
所
ま
で
、
後
ず
さ
り
で
運
ん
で
い
く
。
そ
の
際
に
は
、
後
ろ
を
振
り
向
い
て
は
い
け

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
福
が
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
後
千
藁
は
、

縁
起
物
と
し
て
恵
美
須
棚
に
納
め
ら
れ
、
恵
美
須
遊
び
に
用
い
ら
れ
た
白
米
は
、
恵
美

須
神
が
降
り
て
き
た
縁
起
物
と
し
て
当
屋
の
米
櫃
に
戻
さ
れ
る
（
図
16
、
17
参
照
）。
こ

う
し
た
当
屋
の
主
人
が
家
の
乾
の
隅
に
祀
ら
れ
て
い
る
と
観
念
さ
れ
る
恵
美
須
棚
の
と

こ
ろ
ま
で
福
の
種
（
千
藁
）
を
運
ぶ
こ
と
は
、
祭
文
や
詞
章
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
願

主
家
の
乾
の
隅
へ
万
の
宝
を
招
き
寄
せ
る
こ
と
を
、
現
実
に
再
演
し
て
い
る
の
だ
と
言

え
る
。

　

以
上
の
恵
美
須
遊
び
と
福
の
種
巻
き
は
、
当
屋
を
務
め
た
家
に
福
が
招
か
れ
る
よ
う

祝
福
す
る
神
事
だ
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
祭
り
の
会
場
を
提
供
し
、
多
く
の
費
用
を

負
担
す
る
当
屋
の
た
め
に
行
わ
れ
る
、
当
屋
だ
け
が
与
る
こ
と
が
出
来
る
特
権
的
な
儀

礼
な
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
弓
座
の
神
職
と
太
鼓
座
の
神
職
は
、
太
鼓
が
細
か
く
一
定
の
リ
ズ
ム
で
叩

か
れ
る
中
、「
成
就
し
て
御
注
連
降
ろ
し
に
会
う
人
は　

千
歳
の
命
も
長
く
久
し
く
」「
成

就
し
て
御
幣
降
ろ
し
に
会
う
人
は　

千
年
の
命
も
長
く
久
し
く
」
と
神
歌
を
、
掛
け
合

い
で
歌
う
。

　

そ
し
て
、
弓
座
の
神
職
が
祭
壇
の
一
斗
升
か
ら
奉
幣
を
と
り
、
手
に
持
っ
て
祭
壇
を

拝
礼
す
る
。
続
い
て
、
弓
座
の
神
職
は
氏
子
の
ほ
う
を
向
き
、
願
主
が
奉
納
し
た
今
日

の
神
事
を
納
受
さ
れ
た
神
々
の
恩み

た
ま
の
ふ
ゆ頼

を
、
氏
子
に
分
け
与
え
て
守
り
導
き
た
ま
え
と

祈
念
す
る
。
そ
し
て
、
十
種
の
祓
と
し
て
「
沖
津
鏡　

辺
津
鏡　

八
握
剣　

生
玉　

死

返
玉　

足
玉　

道
返
玉　

蛇
比
礼　

蜂
比
礼
、
品
々
物
之
比
礼　

フ
ル
ヘ
ユ
ラ
ユ
ラ
ト

フ
ル
ヘ
」
と
唱
え
る
。
そ
の
後
、「
幸さ

き

魂み
た
ま

奇く
し

魂み
た
ま

守ま
も
り
た
ま
え給

幸
さ
き
は
え
た
ま
え

給
」
と
唱
え
な
が
ら
、

奉
幣
を
願
主
た
ち
全
員
の
頭
の
上
に
垂
ら
し
て
い
く
。
こ
の
パ
ー
ト
で
は
、
神
事
の
奉

納
に
よ
り
弥
増
し
た
神
の
力
を
氏
子
へ
と
分
与
（
回
向
）
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
こ
の
パ
ー
ト
を
「
氏
子
加
持
」
と
名
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

　

最
後
に
一
同
で
手
を
合
わ
せ
て
「
祈
願
円
満
感
応
成
就
」
と
唱
え
、
す
べ
て
の
祭
り

が
終
了
し
た
。
こ
の
恵
美
須
遊
び
と
打
上
げ
の
所
要
時
間
は
、
三
〇
分
ほ
ど
で
あ
る
。

　

さ
て
、恵
美
須
遊
び
が
終
わ
っ
た
後
に
は
、神
楽
と
餅
撒
き
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

氏
子
か
ら
所
望
さ
れ
る
と
、
神
職
一
人
が
扇
と
千
藁
を
持
っ
て
祭
壇
の
前
に
立
ち
、
も

う
一
人
が
太
鼓
を
叩
く
。
太
鼓
の
囃
子
に
合
わ
せ
て
神
楽
の
曲
舞
を
ひ
と
さ
し
舞
っ
た

後
、
祭
壇
に
供
え
ら
れ
て
い
た
餅
を
手
に
持
ち
、
祭
場
と
な
っ
て
い
る
奥
の
間
に
所
在

す
る
神
棚
、
仏
壇
に
餅
を
供
え
て
か
ら
、
氏
子
へ
の
餅
撒
き
が
行
わ
れ
る
（
図
18
、
19

参
照
）。
か
つ
て
は
こ
の
時
に
、
御
座
舞
を
舞
っ
て
御
座
飛
び
を
行
っ
た
り
、
弓
を
長
刀

の
代
わ
り
に
持
っ
て
猿
田
彦
舞
を
舞
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
後
、
願
主
た
ち
が
祭
壇
か
ら
御
幣
や
鏡
餅
、「
よ
り
飯
」
と
呼
ば
れ
る
小
豆
飯
を

降
ろ
し
、
各
家
に
分
け
る
こ
と
を
行
う
。
願
主
た
ち
は
、
近
日
中
に
こ
れ
ら
を
持
っ
て

自
身
が
祀
る
神
々
の
祭
祀
場
所
へ
赴
き
、
供
物
と
御
神
酒
、
御
幣
を
供
え
て
ま
わ
る
。

ま
た
、
祭
り
に
供
え
ら
れ
た
そ
の
他
の
供
物
は
、
基
本
的
に
引
き
受
け
の
神
職
が
す
べ

て
取
得
す
る
の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。
氏
子
た
ち
と
は
別
に
神
職
も
、
着
て
い
た
装
束
を

着
替
え
、
持
参
し
た
道
具
な
ど
を
片
づ
け
て
い
る
。

　

片
づ
け
が
終
了
次
第
、
全
員
が
参
加
し
て
直
会
が
行
わ
れ
る
。
宴
も
た
け
な
わ
の
頃
、

当
屋
の
主
人
が
塗
盆
に
謝
礼
と
盃
を
乗
せ
、
神
職
と
一
献
交
わ
し
挨
拶
を
し
て
謝
礼
を

渡
す
。
こ
れ
を
契
機
に
直
会
は
中
締
め
と
な
り
、
神
職
は
荷
物
を
車
に
積
み
込
ん
で
、
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家
ま
で
送
ら
れ
て
い
く
。

八　

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
広
島
県
庄
原
市
西
城
町
（
旧
奴
可
郡
）
の
神
職
が
伝
承
し
て
い
る
神
弓

祭
に
つ
い
て
、
現
行
の
執
行
形
態
を
詳
述
す
る
と
と
も
に
、
儀
礼
構
成
の
分
析
を
行
っ

て
き
た
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
行
っ
た
考
察
を
概
括
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
地
域
の
神
弓

祭
が
持
つ
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
本
稿
を
締
め
く
く
り
た
い
。

　

西
城
町
の
神
弓
祭
は
、
表
１
に
ま
と
め
た
よ
う
に
、
神
迎
え
／
神
遊
び
／
神
送
り
の

三
段
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
祭
り
の
現
場
で
は
、
こ
う
し
た
三
段
の
基
本
構
造

の
も
と
、
祭
り
の
場
所
や
目
的
に
合
わ
せ
て
、
神
遊
び
の
部
分
に
荒
神
遊
び
や
土
公
神

遊
び
な
ど
特
定
の
神
々
を
遊
ば
せ
る
神
遊
び
が
適
宜
選
択
さ
れ
、
神
弓
祭
の
次
第
が
構

成
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
し
て
次
第
を
構
成
す
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
座
は
、
詞
章
を
唱
え
る
声
の
調
子
、
用

い
ら
れ
る
楽
器
（
祭
具
）、
弓
や
太
鼓
の
叩
き
方
の
違
い
に
よ
り
、
細
か
く
区
切
ら
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
奏
楽
の
あ
り
方
に
注
目
す
る
と
、
神
の
降
臨
・
還
御
が
起
き
る
「
諸

神
勧
請
」「
神
送
り
」
や
、
楽
を
奏
で
て
神
を
楽
し
ま
せ
る
「
御
神
楽
」
の
時
な
ど
、
神

霊
を
操
作
し
た
り
働
き
か
け
を
な
す
際
に
は
、
楽
器
が
多
く
用
い
ら
れ
、
賑
や
か
に
演

奏
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
祝
詞
」
や
「
祈
念
」
な
ど
、
神
に
願
意
を
申
し
上
げ

る
際
に
は
、
用
い
ら
れ
る
楽
器
も
少
な
く
声
の
調
子
も
一
定
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
招
き
降
ろ
し
た
神
の
神
意
を
う
か
が
う
「
神
籤
」
の
際
に
は
、
楽
器
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
静
寂
の
中
で
神
職
が
神
歌
を
歌
い
な
が
ら
神
籤
を
と
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
神
弓
祭
は
、
神
と
交
流
す
る
さ
ま
を
表
現
す
る
た
め
に
、
芸
能
的
な
工
夫

が
各
所
に
凝
ら
さ
れ
た
祭
儀
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
創
意
は
、
多
様
に
発
達
し
た
神
遊
び
の
方
法
に
も
見
ら
れ
る
。
西
城
町
の

神
弓
祭
で
は
、「
祭
文
を
読
む
」
こ
と
よ
り
も
、
御
神
楽
を
奏
し
て
氏
子
が
祀
る
神
々
を

遊
ば
せ
、
神
籤
を
い
た
だ
く
「
神
遊
び
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
神
遊
び
と
は
、
対
象

と
な
る
神
を
「
勧
請
」
し
、「
祓
詞
・
祝
詞
」
を
唱
え
「
御
神
楽
」
を
演
奏
し
た
後
、
招

い
た
神
に
対
し
て
願
意
を
伝
え
る
「
祈
念
」
を
奏
上
し
て
か
ら
、「
神
籤
」
を
と
り
、「
神

送
り
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
西
城
町
で
は
、
荒
神
や
土
公
神
、
恵
美
須
神
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
神
格
に
合
わ
せ
た
神
遊
び
の
祝
詞
や
祭
式
が
整
備
さ
れ
た
が
、
ど
の
神
遊
び
に
お

い
て
も
、「
勧
請
」
→
「
祓
詞
・
祝
詞
」
→
「
御
神
楽
」
→
「
祈
念
」
→
「
神
籤
」
→
「
神

送
り
」
と
い
う
一
連
の
祭
式
が
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
は
、
奏
楽
や
声
の

調
子
に
違
い
が
あ
り
、
神
意
を
う
か
が
う
と
い
う
目
的
の
た
め
緻
密
に
計
算
さ
れ
た
構

成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
楽
器
の
音
で
あ
り
、
声
の

力
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
な
ぜ
祭
文
よ
り
も
神
遊
び
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
神

神
遊
び

神
迎
え

祭
り
の
基
本
構
造

祝
詞

勧
請 座

の
名
称

拝
礼

神
送
り

神
籤

御
神
楽

祝
詞

勧
請

弓
鎮
め
・
魔
切
の
法

拝
礼

拝
礼

御
神
酒
献
上

諸
神
勧
請

十
二
神
歌

弓
唱
行

注
連
唱
行

御
座
入
り
の
神
歌

拝
礼 儀

礼
の
細
目

神
送
り

祭
り
の
基
本
構
造

（
打
上
げ
）

恵
美
須
遊
び

結
願
神
送
り

土
公
神
遊
び

座
の
名
称

拝
礼

氏
子
加
持

御
注
連
降
ろ
し
・
御
幣
降
ろ
し

福
の
種
巻
き

弓
箭
加
持

弓
降
ろ
し
・
千
藁
起
こ
し

神
上
げ
祭
文

神
籤

祈
念

御
神
楽

祝
詞

祓
詞

打
上
げ

祝
詞

御
座
入
り
の
神
歌

拝
礼

拝
礼

神
送
り

神
籤

祈
念

御
神
楽

祓
詞

御
座
入
り
の
神
歌

拝
礼

儀
礼
の
細
目

表１　神弓祭の次第分析表
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弓
祭
の
開
催
頻
度
と
開
催
形
態
の
違
い
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
神
弓
祭
は
、
村
氏
神
な
ど
大
き
な
神
社
で
毎
年
決
ま
っ
た
祭
日
に
開
催
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
氏
子
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
彼
ら
が
小
祠
や
神
棚
に
祀
る
小
さ

な
神
々
に
対
し
て
神
職
が
執
行
す
る
祭
り
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
氏
子
か
ら
依
頼
さ
れ

な
け
れ
ば
神
職
に
神
弓
祭
を
執
行
す
る
機
会
は
訪
れ
な
い
。
そ
の
点
、
西
城
町
で
は
、

本
山
荒
神
の
式
年
大
神
事
や
家
祈
禱
の
ほ
か
に
、
地
縁
組
織
で
あ
る
組
を
単
位
と
し
て
、

各
家
が
共
同
で
費
用
を
出
し
合
い
、
毎
年
神
弓
祭
が
開
催
さ
れ
て
き
た
。
戦
後
す
ぐ
に

開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
東
城
町
域
と
比
べ
、
西
城
町
内
で
は
神
弓
祭
が
開
催
さ
れ
る
機

会
が
多
く
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
伝
承
者
で
あ
る
神
職
に
と
っ
て
、
多
数
の
執
行
機
会
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
神
事
の
継
承
と
い
う
点
で
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
父
子
や
先
輩
後

輩
で
一
緒
に
神
弓
祭
を
執
行
す
る
こ
と
で
、
神
弓
祭
の
知
識
と
技
術
が
次
世
代
へ
脈
々

と
つ
な
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
反
面
神
弓
祭
は
、
複
数
の
神
職
を
招
き
天
井
飾
り
を
つ
け
る
大
き
な
祭
り
で
あ

る
が
故
に
、
開
催
す
る
氏
子
の
負
担
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
神
弓
祭
を
毎
年
継

続
的
に
開
催
す
る
た
め
に
、
多
数
の
願
主
が
参
加
し
て
資
金
を
出
し
合
い
、
一
人
当
た

り
の
負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
工
夫
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
祭

り
の
な
か
で
願
主
一
人
一
人
が
祀
る
多
く
の
神
々
を
平
等
に
遊
ば
せ
る
必
要
が
生
じ
た
。

ま
た
、
敗
戦
や
高
度
経
済
成
長
を
期
に
し
た
価
値
観
の
変
化
に
よ
り
、
神
事
の
短
縮
化

や
規
模
の
縮
小
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
変
化
に
よ
り
、
神
弓

祭
の
な
か
で
長
大
な
祭
文
を
読
む
時
間
的
余
裕
が
な
く
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
神

弓
祭
の
形
式
で
毎
年
の
地
祭
を
行
う
こ
と
は
、
神
職
に
と
っ
て
伝
承
の
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
祭
式
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
祭
文
を
読
ま
な
く
な
っ
た
と
い
う

変
化
は
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
祭
文
を
重
視
し
て
古
態
の
喪
失
と
捉
え

る
の
は
、
研
究
者
の
勝
手
な
思
い
込
み
で
あ
る
。
西
城
町
の
神
弓
祭
は
、
時
代
、
社
会
、

価
値
観
の
変
化
の
な
か
で
、
そ
の
時
々
の
伝
承
者
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
っ
た
要
素
を
取

り
入
れ
た
り
、
依
頼
者
の
要
求
に
応
じ
て
祭
式
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
現
在
ま
で
伝
承

さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
現
在
読
ま
れ
て
い
る
神
弓
祭
の
詞
章
か
ら
は
、
近
世
の
吉

田
神
道
、
近
代
の
国
家
神
道
、
戦
後
の
国
家
体
制
の
影
響
が
見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
各

時
代
の
当
事
者
が
選
択
し
た
結
果
が
積
み
重
な
っ
て
、
現
在
の
神
弓
祭
が
形
成
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
本
稿
で
は
、
詞
章
や
祭
式
の
歴
史
的
な
変
化
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
分
析
を

加
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
神
弓
祭
に
関
す
る
資
料
調
査
を
進
め
、
残

さ
れ
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

謝
辞

　

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
神
事
の
拝
観
を
許
可
し
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
筆
者

の
不
躾
な
質
問
に
も
丁
寧
に
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
神
職
の
先
生
方
に
は
、
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
西
城
町
八
鳥
白
山
神
社
佐
々
木
奉
文
宮
司
、
西
城
町
大

屋
今
西
白
山
比
咩
神
社
白
根
美
穂
宮
司
、
西
城
町
中
野
八
幡
神
社
伊
藤
幸
孝
宮
司
、
西

城
町
中
迫
一
野
宮
神
社
故
伊
達
泰
輔
宮
司
、
東
城
町
小
奴
可
奴
可
神
社
中
島
好
古
宮
司

に
は
、
一
方
な
ら
ぬ
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
部
外
者
の
祭
り
見
学
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
西
城
町
の
方
々
に
も
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
中
で
も
、
八
鳥
地
区
の
古
川
由
紀
氏
、
宮
本
芳
美
氏
、
滝

本
明
人
氏
、
石
井
徹
信
氏
、
重
原
誠
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献

岩
田
勝　

一
九
八
〇　
「
宝
永
期
に
お
け
る
荒
神
神
楽
・
弓
神
楽
の
神
事
次
第
」『
広
島

民
俗
』（
一
四
）
広
島
民
俗
学
会

岩
田
勝　

一
九
八
二
ａ　
「
家
祈
禱
と
土
公
祭
文
」『
ま
つ
り
と
芸
能
の
研
究
』
ま
つ
り

同
好
会
二
〇
周
年
記
念
刊
行
会
（
後
に
解
題
し
て
『
神
楽
源
流
考
』
名
著
出
版
、



広島県庄原市西城町（旧奴可郡）の神弓祭

− 20 −

163

一
九
八
三
年
に
収
録
）

岩
田
勝　

一
九
八
二
ｂ　
「
神
社
勧
請
本
」
東
城
町
教
育
委
員
会
編
『
比
婆
荒
神
神
楽
―

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
』
東
城
町
文
化
財
協
会

岩
田
勝　

一
九
八
三　
『
神
楽
源
流
考
』
名
著
出
版

岩
田
勝　

一
九
八
八
ａ　
「
神
遊
祝
詞
・
弓
箭
祝
詞
・
手
草
葉
舞
事
」『
郷
土
』（
四
一
）

西
城
町
郷
土
研
究
会

岩
田
勝　

一
九
八
八
ｂ　
「
備
後
北
部
の
弓
神
楽
に
よ
る
荒
神
祭
り
―
庄
原
市
川
北
町
久

井
田
―
」『
山
陰
民
俗
』(
五
〇)

山
陰
民
俗
学
会

岩
田
勝
編
著　

一
九
九
〇　
「
弓
神
楽
の
祭
文
」『
中
国
地
方
神
楽
祭
文
集
』
三
弥
井
書
店

牛
尾
三
千
夫　

一
九
七
八　
「
弓
神
楽
」『
民
俗
芸
能
』（
五
八
）
民
俗
芸
能
友
の
会

牛
尾
三
千
夫　

一
九
八
五　
『
神
楽
と
神
が
か
り
』
名
著
出
版

大
畠
満
眞　

一
九
三
一　
「
弓
祈
禱
私
記
」『
大
八
洲
』
二
〇
（
五
）
広
島
県
神
職
会

藝
能
史
研
究
會
編　

一
九
七
四　
「
備
後
弓
神
楽
祭
文
集
」「
備
後
弓
神
楽
執
行
諸
記
録
」

『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成　

第
一
巻　

神
楽
・
舞
楽
』
三
一
書
房

上
下
町
編　

一
九
九
一　
『
上
下
町
史　

民
俗
編
』（
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ（
弓
神
楽
と
民
謡
）

付
）
上
下
町

上
下
町
編　

一
九
九
三　
『
上
下
町
史　

民
俗
史
料
編
』
上
下
町

白
根
孝
穂　

一
九
七
九　
「
西
城
の
神
弓
祭
に
つ
い
て
」『
郷
土
』（
一
五
）
西
城
町
郷
土

研
究
会

鈴
木
昂
太　

二
〇
一
七
ａ　
「
広
島
県
庄
原
市
比
和
・
高
野
町
（
旧
恵
蘇
郡
北
部
）
の
神

弓
祭
」『
広
島
民
俗
』（
八
八
）
広
島
民
俗
学
会

鈴
木
昂
太　

二
〇
一
七
ｂ　
「
民
俗
芸
能
の
継
承
と
伝
承
組
織
の
変
容
―
比
婆
荒
神
神
楽

を
支
え
る
「
名
」
に
注
目
し
て
―
」『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』（
一
三
）
総
合
研

究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科

鈴
木
昂
太　

二
〇
一
九　
「
中
近
世
に
お
け
る
地
方
神
職
の
組
織
と
階
層
―
備
後
奴
可
郡

の
事
例
―
」『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』（
一
五
）
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科

学
研
究
科

鈴
木
昂
太　

二
〇
二
〇
ａ　
「
社
会
生
活
の
維
持
と
神
祭
祀
―
広
島
県
備
北
地
方
の
事
例

―
」『
儀
礼
文
化
学
会
紀
要
』(

七
・
八)

儀
礼
文
化
学
会

鈴
木
昂
太　

二
〇
二
〇
ｂ　
「
祭
祀
組
織
研
究
と
地
縁
・
血
縁
─
広
島
県
備
北
地
方
の
荒

神
名
を
再
考
す
る
─
」
長
谷
部
八
朗
編
著
『「
講
」
研
究
の
可
能
性
Ⅳ
』
慶
友
社

鈴
木
正
崇　

二
〇
〇
一　
「
弓
神
楽
と
土
公
祭
文
」『
神
と
仏
の
民
俗
』
吉
川
弘
文
館
（
初

出
は
、「
弓
神
楽
と
土
公
祭
文
―
備
後
の
荒
神
祭
祀
を
中
心
と
し
て
」『
民
俗
芸
能

研
究
』（
三
）
民
俗
芸
能
学
会
、
一
九
八
六
年
）

千
田
喜
博　

二
〇
二
一　
「
弓
と
神
楽
─
神
弓
祭
」
山
本
ひ
ろ
子
・
松
尾
恒
一
・
福
田
晃

編
『
神
楽
の
中
世
―
宗
教
芸
能
の
地
平
へ
』
三
弥
生
書
店

田
地
春
江　

一
九
七
八　
「
シ
キ
荒
神
の
弓
神
楽
聞
書
」『
広
島
民
俗
』（
九
）
広
島
民
俗

学
会

田
地
春
江　

一
九
七
九　
「
比
婆
郡
荒
神
祭
聞
書
」『
広
島
民
俗
』（
一
二
）
広
島
民
俗
学

会

田
地
春
江　

一
九
八
八　
「
庄
原
市
川
北
町
久
井
田
（
旧
恵
蘇
郡
）
の
弓
神
楽
」『
広
島

民
俗
』（
二
九
）
広
島
民
俗
学
会

田
中
重
雄　

一
九
七
四　
「
弓
神
楽
」『
広
島
民
俗
』（
二
）
広
島
民
俗
学
会

田
中
重
雄　

一
九
七
五　
「
備
後
上
下
の
弓
神
楽
」『
ま
つ
り
』（
二
六
）
ま
つ
り
同
好
会

田
中
重
雄　

一
九
八
四　
『
上
下
町　

神
社
と
祭
り
』
上
下
町
郷
土
史
研
究
会

田
中
重
雄　

一
九
九
〇　
「
備
後
の
弓
神
楽
」
岩
田
勝
編
著
『
神
楽
』
名
著
出
版

田
中
重
雄　

二
〇
〇
〇　
『
備
後
神
楽
』
八
幡
神
社

田
中
律
子　

二
〇
一
四　
「
広
島
県
無
形
民
俗
文
化
財
「
弓
神
楽
」」『
広
島
県
文
化
財

ニ
ュ
ー
ス
』（
二
二
〇
）
広
島
県
文
化
財
協
会

田
中
律
子　

二
〇
一
五　
「
広
島
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
井
永
の
弓
神
楽
」」『
広
島

民
俗
』（
八
三
）
広
島
民
俗
学
会

東
城
町
教
育
委
員
会
編　

一
九
八
二　
『
比
婆
荒
神
神
楽
―
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
』
東
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城
町
文
化
財
協
会

中
山
太
郎　

一
九
三
一　
「
弓
祈
禱
私
記
を
読
む
」『
大
八
洲
』
二
〇
（
七
）
広
島
県
神

職
会

西
角
井
正
慶　

一
九
三
四　
「
資
料
第
二
（
全
国
神
楽
報
告
集
）」『
神
楽
研
究
』
壬
生
書

院

藤
井
昭　

一
九
八
五　
「
藤
川
一
郎
氏
所
蔵
「
鳴
玄
横
弓
行
事
録
」
に
つ
い
て
（
翻
刻
）」

『
広
島
民
俗
』（
二
四
）
広
島
民
俗
学
会

三
村
泰
臣　

二
〇
一
三　
「
神
弓
祭
（
庄
原
市
西
城
町
大
屋
・
地
区
集
会
所
）」「
弓
神
楽

（
三
原
市
久
井
町
莇
原
・
民
家
）」『
中
国
・
四
国
地
方
の
神
楽
探
訪
』
南
々
社

山
本
ひ
ろ
子　

二
〇
〇
〇　
「
呪
術
と
神
楽
―
日
本
文
化
論
再
構
築
の
た
め
に
（
八
）　

比
婆
の
荒
神
神
楽
（
一
）
弓
神
楽
の
夕
」『
み
す
ず
』
四
二
（
二
）
み
す
ず
書
房

【
注
】

（
1
）
現
在
の
庄
原
市
域
は
、
近
世
期
に
は
東
城
・
西
城
が
奴ぬ

か可
郡
、
比
和
・
高
野
・
口
和
・

庄
原
北
部
が
恵え

そ蘇
郡
、
庄
原
南
部
は
三み

か
み上

郡
、
総
領
が
甲こ

う
ぬ奴

郡
と
し
て
区
分
さ
れ

て
い
た
。
庄
原
市
内
に
は
三
つ
の
神
楽
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
旧
奴
可
郡

で
は
「
比
婆
荒
神
神
楽
」、旧
恵
蘇
郡
で
は
「
比ひ

ば婆
斎さ

に
わ庭

神
楽
」、旧
三
上
郡
で
は
「
三

上
神
楽
」
い
う
名
称
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
演
目
・
詞
章
・
奏
楽
な
ど

に
違
い
が
あ
る
。つ
ま
り
、郡
毎
に
形
成
さ
れ
て
い
た
近
世
の
神
職
組
織
の
違
い
が
、

現
在
の
神
楽
の
姿
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
先
行
研
究
者
の
田
地
春
江
は
、
各
地
に
伝
承
さ
れ
る
弓
神
楽
を
、
祭
壇
の
設
け

方
や
祭
式
の
違
い
か
ら
、
以
下
の
三
類
型
に
分
け
て
い
る
。
①
備
後
中
部
の
上
下

町
②
備
北
東
部
の
西
城
町
③
備
北
西
部
の
比
和
町
と
庄
原
市
〔
田
地　

一
九
八
八　

一
〕。

（
3
）
こ
の
地
方
で
「
地
の
上
の
神
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
神
々
に
ど
の
よ
う
な
種

類
が
あ
り
、
地
域
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
祭
祀
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

は
、〔
鈴
木　

二
〇
二
〇
ａ
〕
で
論
じ
た
。

（
4
）
名
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
〔
鈴
木
昂　

二
〇
二
〇
ｂ
〕
で
、
名
の
近
現
代

に
お
け
る
変
容
に
つ
い
て
は
〔
鈴
木
昂　

二
〇
一
七
ｂ
〕
で
論
じ
た
の
で
、
詳
し

く
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
大
神
楽
で
は
、
必
要
な
資
金
の
う
ち
大
当
屋
が
全
体
の
五
〇
％
、
小
当
屋
が
二

五
％
、
残
っ
た
二
五
％
を
残
り
の
家
々
で
出
す
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
大
神
楽
の

費
用
に
関
し
て
は
、以
下
の
よ
う
な
記
録
も
残
さ
れ
て
い
る
。「
大
神
楽
の
費
用
は
、

昔
は
名
頭
（
大
当
屋
）
が
米
三
俵
（
三
斗
入
）、
小
当
屋
が
米
二
俵
を
出
し
、
残
り

を
荒
神
ブ
ロ
の
フ
ロ
木
を
売
却
し
た
り
、
名
内
各
戸
の
資
産
に
応
じ
て
費
用
を
割

り
当
て
て
い
た
と
い
う
〔
東
城
町
教
育
委
員
会
編　

一
九
八
二　

一
七
七
〕」。

（
6
）
氏
神
遊
び
は
、
東
城
町
小
奴
可
奴
可
神
社
中
島
家
蔵
「
鳴
弦
神
事
式　

全
」（
大

正
三
・
一
九
一
四
年
）
に
お
い
て
、「
氏
遊
ビ
ハ
神
明
帳
ニ
記
載
セ
シ
神
明
ノ
内
本

山
三
寶
荒
神
幷
ニ
願
主
地
ノ
上
鎮
守
ノ
地
神
小
神
ヲ
除
ク
外
村
内
氏
神
摂
社
末
社

願
主
心
掛
ケ
ノ
諸
国
他
方
ノ
神
明
ヲ
遊
ブ
ヲ
云
フ
」
と
注
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
村
氏
神
や
他
所
か
ら
勧
請
さ
れ
た
神
の
神
遊
び
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
神
遊
び

と
歳
徳
神
遊
び
は
、
氏
神
遊
び
と
同
じ
祭
式
・
詞
章
で
、
神
名
の
部
分
を
替
え
て

行
わ
れ
る
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
東
城
町
小
奴
可
奴
可
神
社
中
島
家
蔵
「
鳴
弦
神
事
式　

全
」（
大
正
三
・
一
九
一

四
年
）
で
は
、「
次
御
座
入
之
神
歌
」「
次
注
連
唱
行
次
第
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
座
が
細
か
く
区
切
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
こ
の
パ
ー
ト
の
名
付
け
に
関
し
て
は
、東
城
町
小
奴
可
奴
可
神
社
中
島
家
蔵
「
鳴

弦
神
事
式　

全
」（
大
正
三
・
一
九
一
四
年
）で
は
、「
次
日
本
國
中
一
国
一
宮
社
勧
請
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
一
宮
の
神
々
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
が

勧
請
さ
れ
る
の
で
、「
諸
神
勧
請
」
と
し
た
。

（
9
）
全
国
の
一
宮
を
勧
請
す
る
際
に
読
ま
れ
る
旧
国
名
は
、
明
治
元
（
一
八
六
九
）

年
に
実
施
さ
れ
た
陸
奥
国
五
分
割
と
出
羽
国
二
分
割
、
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
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の
北
海
道
設
置
を
反
映
し
た
五
畿
八
道
（
八
四
ヶ
国
）
の
名
称
に
基
づ
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
よ
り
、
全
国
の
一
宮
を
網
羅
し
た
リ
ス
ト
は
、
近
代
の
国
家
体
制
の

も
と
で
作
成
さ
れ
た
神
名
帳
を
基
に
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
近

代
の
令
制
国
を
そ
の
ま
ま
読
み
あ
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
北
海
道
設
置
に
際
し

て
設
け
ら
れ
た
一
一
カ
国
の
う
ち
千
島
国
が
抜
け
て
お
り
、
五
畿
八
道
に
含
ま
れ

な
い
沖
縄
は
琉
球
国
と
は
言
わ
ず
に
沖
縄
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
次
大

戦
後
に
、
そ
の
時
点
で
の
日
本
の
領
土
を
意
識
し
て
変
更
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
名
帳
か
ら
は
、
そ
の
当
時
の
神
職
の
国
家
認
識
を
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
る
。

（
10
）
た
と
え
ば
東
城
町
戸
宇
神
社
杤
木
家
に
は
、「
三
元
十
八
神
道
次
第
」
の
写
本
が
、

安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
の
年
紀
を
持
つ
も
の
と
年
不
詳
の
も
の
の
二
冊
が
残
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
神
職
が
、
神
弓
祭
の
祭
式
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
吉

田
家
か
ら
授
与
さ
れ
た
資
料
を
参
考
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。

鈴
木
昂
太
（
東
京
文
化
財
研
究
所　

無
形
文
化
遺
産
部
）
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Jinkyusai (Catalpa-bow Festival) in Saijo-cho, 
Shobara-shi (formerly Nuka-gun), Hiroshima-ken

Suzuki  Kota

　　The Shinto priests of Hiroshima prefecture have transmitted rituals called “jinkyusai” or 

“yumikagura.” In this ritual, the priest sounds the string of a bow priest set on the floor and chants 

prayers and songs to the sound in order to worship the gods. 

　　The present paper describes the jinkyusai transmitted by Shinto priests at Saijo-cho, Shobara-

shi (formerly Nuka-gun), Hiroshima-ken, a ritual that has not been introduced much until now. Based 

on field study and interviews with persons concerned, it examines how the festival is held today and 

analyzes its characteristics.

　　The jinkyusai of Saijo-cho consists of three parts: welcoming the gods, entertaining the gods, 

and sending off the gods. Of the three, focus is placed on the second element – entertaining the gods 

with music and consulting the oracles. To do this, many prayers and ceremonies are created for the 

various godheads which the shrine parishioners worship. 

　　The ritual of jinkyusai is characterized by the tone of voice which is used to chant the words, 

types of musical instruments employed (ceremonial implements), differences in sounding the bow 

and drum. When focus is placed on how the ritual is performed, we notice that many musical 

instruments are used and performed in a lively manner as the priests welcome and send off the 

gods. Contrary to that, when the priests express their wishes to the gods, the number of musical 

instruments is less and the tone of voice tends to become monotonous. In these ways, the jinkyusai 

is a ritual using various characteristics of performing arts in order to express communication with 

the gods. 




